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2月号

絵画 原初の音
第84回全国教育美術展　特選（作品）

　　撮れびあん！
　　私のセカンドライフ
　　近郊を歩く
　　確定申告お忘れなく
　　人生100年 食から元気に　最終回

健康チャレンジ実施中！
2月の結果を3/10までにお寄せ下さい。
抽選で2名の方に
「ガトーフェスタハラダ
グーテ・デ・レーヌ（レーズンサンド・
3個入）」が当たります。 ▲詳細はこちら

5

4

～今月の紙面～

互助組合お得な情報・ハンドブック
ユーザー名・パスワードともに「         」と入力
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3月相談事業(無料)

場所：互助組合事務局
対象：組合員（本人・配偶者加入者）
・相談時間１人30分程度、
事前予約制で受付けます。
・必ず電話で２営業日前までに
事務局に申込んでください。
　（先着順）☎075-752-0540

生
　活
　相
　談

「
相
続
・
遺
言
書
の
書
き
方
」「
住
宅
・
不
動
産
」

「
家
屋
の
ト
ラ
ブ
ル
」
等

３
月
17
日（
火
）13
時
30
分
〜
16
時
30
分

法
　律
　相
　談

「
交
通
事
故
」「
借
金
の
整
理
」

「
近
隣
ト
ラ
ブ
ル
」
等

３
月
18
日（
水
）10
時
〜
12
時

給
付
請
求
の
受
付
期
間
と
振
込
日

12
月
11
日
〜
1
月
16
日
受
付
分

↓
2
月
16
日
送
金

1
月
19
日
〜
2
月
16
日
受
付
分

↓
3
月
16
日
送
金

※
請
求
内
容
の
確
認
に
時
間
が
か

か
り
、
処
理
が
間
に
合
わ
な
い

と
き
は
、
翌
月
の
給
付
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承

下
さ
い
。

2
月
の
口
座
引
き
落
し
は
19
日

　
2
月
19
日（
木
）に
引
き
落
し
が

あ
る
方
は
、
預
金
口
座
残
金
が
不

足
し
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
引
き
落
し
明
細
を
記
載
し

た
送
金
・
振
替
通
知
書
は
2
か
月

分
を
ま
と
め
て
偶
数
月
に
送
付
し

ま
す
。
1
月
分
・
2
月
分
は
2
月

下
旬
に
送
付
し
ま
す
。

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

利用対象
利用方法

アート引越センター（0120-0123-66）
引越基本料金の30％引　※繁忙期（３月中旬～４月中旬）は10％引

サカイ引越センター（0120-56-1141）
引越基本料金の30％引　※繁忙期（３月中旬～４月中旬）は10％引

アリさんマークの引越社（0120-04-2626）
引越作業代金の32％引　※繁忙期（３月中旬～４月中旬）は10％引

Ｋ・Ｓ引越センター（0120-171-549）
引越基本料金の20％引

お問い合わせ　総務部　075-771-6186

組合員とその家族
申込時に組合員または家族
であることを伝える

新生活に向けてぜひご利用ください！

引越

割引契約一覧
（ユーザー名・
パスワード
表紙下参照）

2

右京支部

船井支部

　右京支部では、コロナ禍の 3年間を
除いて、毎年バス旅行を実施していま
す。総会や旅行後にみんなの意見を聞
いて行き先を決めています。今年は兵庫県立公園
あわじ花さじきと須磨シーワールドに行ってきま
した。晴天に恵まれ、広い敷地に咲き誇る色とり
どりのコスモスやサルビアなど堪能しました。そ
の後、近くの素敵なレストランで海の幸や玉ねぎ
など地元の食材を使ったランチをいただきました。
最後は、須磨シーワールドで迫力満点オルカのパ
フォーマンスやイルカショーを見学しました。高

齢化に伴い移動時間や
場所を配慮して、だれ
でも参加しやすい旅行
と好評でした。
（記　平田　美佐子）

　出石に到着後、参加者全員で蕎麦打ち体験をし、
蕎麦をおいしくいただきました。昼食後、出石を
自由散策。大河ドラマ豊臣兄弟の但馬攻め有子山
城や出石城を望んだり、映画『国宝』のロケ地「永
楽館」に足を運んだり、幕末の桂小五郎の潜居跡
をたずねたり、江戸 3大お家騒動の家老屋敷を
のぞいたり、出石焼や土産物に親しんだり、思い

思いに過ごしました。
　城崎に向かう途中、バ
スガイドさんに教えても
らい、車窓からコウノト
リを実見できました。城
崎温泉でも、自由行動で
温泉歩きを楽しみました。

（記　薮本　好央）

淡路島と須磨シーワールド

出石・城崎温泉日帰りバス旅行

亀岡支部

舞鶴支部

　楽しいトークを交え
て、良く知られた曲、
懐かしい曲が次々と登
場して、松園洋二さん
のピアノとともに、楽
しくたおやかな音楽の
時間となりました。
　参加者からは、「途中踊りたくなったり、涙が
出そうになったり、1時間半のドラマでした」「懐
かしい曲が盛りだくさん。木琴とピアノのコンビ、
編曲も素敵でした」「音楽が体にしみわたりまし
た。どんどん体の芯まで、硬くなった腰まで熱を
運んでくれました」との声が寄せられました。
　参加者は家族等を含めて 119 名。支部行事の
なかで歴代最高記録です。

（記　数井　洋次）

「手軽に参加でき初体験のわくわく
感を」ということで実施しました。倒
したピンの合計点数で 50 点
に近いチームが勝ちです。投
げるバーが横長のため、あら
ぬ方向に転がり、見ているほ
うが思わず大笑いの連続でし
た。6チーム総当たり戦で時
間制限勝負です。適度の運動

の後は近くのフレンチレス
トランでゆったりとランチ。
「また来年もやりたいね」
の声も聞かれ、開催者にも
参加者にも好評でした。

（記　坂根　康宏）

通崎睦美　木琴コンサート

モルック＆ランチのつどい

こ
の
互
助
組
合
報
が

み
な
さ
ん
の
お
手
元
に

届
く
こ
ろ
に
は
、
総
選

挙
が
終
わ
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
か

も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
は
全
く
知

ら
な
い
こ
と
に
し
て
、
昨
年
の
世

相
に
つ
い
て
書
く
▼
昨
年
の
「
流

行
語
大
賞
」
が
「
働
い
て
働
い
て

働
い
て
働
い
て
働
い
て
ま
い
り
ま

す
」
だ
っ
た
と
か
。
同
じ
人
が
言

っ
た
「（
企
業
団
体
献
金
禁
止
）

そ
ん
な
こ
と
よ
り
…
」
の
方
が
個

人
的
に
は
ず
っ
と
印
象
に
残
っ
て

い
る
の
だ
が
、
そ
れ
は
ノ
ミ
ネ
ー

ト
に
間
に
合
わ
な
か
っ
た
の
か
も

し
れ
な
い
▼
昨
年
は
「
日
本
人
フ

ァ
ー
ス
ト
」
が
流
行
語
的
に
「
拡

散
」
さ
れ
、
選
挙
結
果
に
も
影
響

し
た
、
と
言
わ
れ
て
い
る
。
選
挙

演
説
な
ら
何
を
言
っ
て
も
い
い
か

の
よ
う
な
空
気
が
蔓
延
し
て
し
ま

っ
た
こ
と
が
恐
ろ
し
い
▼
奥
貫
妃

文
さ
ん
（
昭
和
女
子
大
学
教
授
）

が
、「
外
国
人
た
た
き
」
と
も
言

う
べ
き
一
部
政
党
の
主
張
を
批
判

し
て
、「
政
治
家
は
本
来
、
そ
の

よ
う
な
分
断
を
し
な
い
よ
う
に
み

な
を
説
得
す
べ
き
な
の
で
す
」
と

述
べ
て
お
ら
れ
た
の
を
読
ん
で
、

大
き
く
う
な
ず
い
た
。
す
べ
て
の

リ
ー
ダ
ー
に
は
そ
う
い
う
自
覚
が

必
要
だ
、
と
声
を
大
に
し
て
言
い

た
い
。

（
松
岡
）
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3月相談事業(無料)

場所：互助組合事務局
対象：組合員（本人・配偶者加入者）
・相談時間１人30分程度、
　事前予約制で受付けます。
・必ず電話で２営業日前までに
　事務局に申込んでください。
　（先着順）☎075-752-0540

生
　活
　相
　談

「
相
続
・
遺
言
書
の
書
き
方
」「
住
宅
・
不
動
産
」

「
家
屋
の
ト
ラ
ブ
ル
」
等

３
月
17
日（
火
）13
時
30
分
〜
16
時
30
分

法
　律
　相
　談

「
交
通
事
故
」「
借
金
の
整
理
」

「
近
隣
ト
ラ
ブ
ル
」
等

３
月
18
日（
水
）10
時
〜
12
時

次の組合員の方々が逝去されました。つつしんでお悔やみ申し上げます。
氏名（敬称略）、支部、ご逝去の日、年齢、最終勤務校の順に掲載しています。

中村　實 宇治西 2025年 5月20日 91歳 京都市教委

天井　勇 山城南 8月12日 97歳 相楽小

松岡　一彦 京丹後 9月24日 92歳 久美浜高

山本　哮也 宮与 10月15日 92歳 宮津高

野村　愛子 京丹後 10月19日 99歳 吉原小

淵本　治彦 舞鶴 10月21日 84歳 聾学校

鈴木　公夫 上京 10月24日 99歳 京極小

山口　妙子 綾部 10月25日 96歳 神崎小

荒河　和子 宮与 10月26日 98歳 八田中

澤田　節子 京丹後 10月28日 80歳 黒部小

清水　重一 京丹後 10月28日 95歳 峰山高

國府　正昭 船井 11月 1 日 85歳 中丹教育局

足立千鶴子 他府県滋賀 2025年11月 4 日 90歳 加悦中

奥野　博昭 他府県滋賀 11月 4 日 68歳 乙訓教育局

川戸喜久子 北 11月7 日 87歳 大宮小

久道　栄一 他府県岡山 11月 8 日 75歳 七条小

花﨑　好晴 舞鶴 11月 8 日 92歳 西舞鶴高

早瀬 し子 上京 11月 9日 100歳 御室小

高嶋喜美子 他府県奈良 11月10日 73歳 笠置小

金久　卓夫 京丹後 11月11日 99歳 豊栄小

田中光一郎 京丹後 11月15日 65歳 与謝の海養護

井本　哲夫 福知山 11月20日 82歳 桃映中

道田　幸一 東 11月21日 92歳 深草中

【
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
】

　

次
の
方
の
連
絡
先
を
ご
存
じ

の
方
は
、
事
務
局
ま
で
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。（
敬
称
略
）

徳
田　
文
子
〔
静
岡
県
〕

　
平
成
3
年
退
職
（
高
野
小
）

河
井　
貢
〔
右
京
区
〕

　
平
成
9
年
退
職（
附
属
京
都
小
）

堀　
久
子
〔
西
京
区
〕

　
平
成
13
年
退
職
（
桂
川
中
）

野
村　
京
子
〔
北
区
〕

　
平
成
14
年
退
職
（
朱
雀
高
）

（　
　
）は
最
終
勤
務
校
で
す
。

給
付
請
求
の
受
付
期
間
と
振
込
日

12
月
11
日
〜
1
月
16
日
受
付
分

 

↓
2
月
16
日
送
金

1
月
19
日
〜
2
月
16
日
受
付
分

 

↓
3
月
16
日
送
金

※ 

請
求
内
容
の
確
認
に
時
間
が
か

か
り
、
処
理
が
間
に
合
わ
な
い

と
き
は
、
翌
月
の
給
付
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承

下
さ
い
。

2
月
の
口
座
引
き
落
し
は
19
日

　
2
月
19
日（
木
）に
引
き
落
し
が

あ
る
方
は
、
預
金
口
座
残
金
が
不

足
し
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
引
き
落
し
明
細
を
記
載
し

た
送
金
・
振
替
通
知
書
は
2
か
月

分
を
ま
と
め
て
偶
数
月
に
送
付
し

ま
す
。
1
月
分
・
2
月
分
は
2
月

下
旬
に
送
付
し
ま
す
。

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

利用対象
利用方法

アート引越センター（0120-0123-66）
引越基本料金の30％引　※繁忙期（３月中旬～４月中旬）は10％引
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引越作業代金の32％引　※繁忙期（３月中旬～４月中旬）は10％引

Ｋ・Ｓ引越センター（0120-171-549）
引越基本料金の20％引

お問い合わせ　総務部　075-771-6186

組合員とその家族
申込時に組合員または家族
であることを伝える

新生活に向けてぜひご利用ください！

引越

割引契約一覧
（ユーザー名・
パスワード
表紙下参照）
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　右京支部では、コロナ禍の 3年間を
除いて、毎年バス旅行を実施していま
す。総会や旅行後にみんなの意見を聞
いて行き先を決めています。今年は兵庫県立公園
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齢化に伴い移動時間や
場所を配慮して、だれ
でも参加しやすい旅行
と好評でした。
（記　平田　美佐子）

　出石に到着後、参加者全員で蕎麦打ち体験をし、
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のぞいたり、出石焼や土産物に親しんだり、思い

思いに過ごしました。
　城崎に向かう途中、バ
スガイドさんに教えても
らい、車窓からコウノト
リを実見できました。城
崎温泉でも、自由行動で
温泉歩きを楽しみました。
 （記　薮本　好央）

淡路島と須磨シーワールド

出石・城崎温泉日帰りバス旅行

亀岡支部

舞鶴支部

　楽しいトークを交え
て、良く知られた曲、
懐かしい曲が次々と登
場して、松園洋二さん
のピアノとともに、楽
しくたおやかな音楽の
時間となりました。
　参加者からは、「途中踊りたくなったり、涙が
出そうになったり、1時間半のドラマでした」「懐
かしい曲が盛りだくさん。木琴とピアノのコンビ、
編曲も素敵でした」「音楽が体にしみわたりまし
た。どんどん体の芯まで、硬くなった腰まで熱を
運んでくれました」との声が寄せられました。
　参加者は家族等を含めて 119 名。支部行事の
なかで歴代最高記録です。
 （記　数井　洋次）

　「手軽に参加でき初体験のわくわく
感を」ということで実施しました。倒
したピンの合計点数で 50 点
に近いチームが勝ちです。投
げるバーが横長のため、あら
ぬ方向に転がり、見ているほ
うが思わず大笑いの連続でし
た。6チーム総当たり戦で時
間制限勝負です。適度の運動

の後は近くのフレンチレス
トランでゆったりとランチ。
「また来年もやりたいね」
の声も聞かれ、開催者にも
参加者にも好評でした。

 （記　坂根　康宏）

通崎睦美　木琴コンサート
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こ
の
互
助
組
合
報
が

み
な
さ
ん
の
お
手
元
に

届
く
こ
ろ
に
は
、
総
選

挙
が
終
わ
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
か

も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
は
全
く
知
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こ
と
に
し
て
、
昨
年
の
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つ
い
て
書
く
▼
昨
年
の
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流

行
語
大
賞
」
が
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働
い
て
働
い
て

働
い
て
働
い
て
働
い
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ま
い
り
ま

す
」
だ
っ
た
と
か
。
同
じ
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が
言

っ
た
「（
企
業
団
体
献
金
禁
止
）

そ
ん
な
こ
と
よ
り
…
」
の
方
が
個

人
的
に
は
ず
っ
と
印
象
に
残
っ
て

い
る
の
だ
が
、
そ
れ
は
ノ
ミ
ネ
ー

ト
に
間
に
合
わ
な
か
っ
た
の
か
も

し
れ
な
い
▼
昨
年
は
「
日
本
人
フ

ァ
ー
ス
ト
」
が
流
行
語
的
に
「
拡

散
」
さ
れ
、
選
挙
結
果
に
も
影
響

し
た
、
と
言
わ
れ
て
い
る
。
選
挙

演
説
な
ら
何
を
言
っ
て
も
い
い
か

の
よ
う
な
空
気
が
蔓
延
し
て
し
ま

っ
た
こ
と
が
恐
ろ
し
い
▼
奥
貫
妃

文
さ
ん
（
昭
和
女
子
大
学
教
授
）

が
、「
外
国
人
た
た
き
」
と
も
言

う
べ
き
一
部
政
党
の
主
張
を
批
判

し
て
、「
政
治
家
は
本
来
、
そ
の

よ
う
な
分
断
を
し
な
い
よ
う
に
み

な
を
説
得
す
べ
き
な
の
で
す
」
と

述
べ
て
お
ら
れ
た
の
を
読
ん
で
、

大
き
く
う
な
ず
い
た
。
す
べ
て
の

リ
ー
ダ
ー
に
は
そ
う
い
う
自
覚
が

必
要
だ
、
と
声
を
大
に
し
て
言
い

た
い
。

 

（
松
岡
）
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特
別
支
援
学
校
の
指
導
用
教
材

を
探
し
て
い
た
時
、
妻
か
ら
京
都

市
内
で
ダ
ン
ボ
ー
ル
ジ
オ
ラ
マ
講

座
が
あ
る
と
教
え
ら
れ
ま
し
た
。

講
座
後
、
講
師
の
先
生
と
お
話
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
細
か
い
所
を

教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
か

げ
で
授
業
が
う
ま
く
い
き
ま
し
た
。

　
退
職
後
、
講
座
で
学
ん
だ
こ
と

を
元
に
、
個
人
的
に
ダ
ン
ボ
ー
ル

ジ
オ
ラ
マ
を
作
り
始
め
ま
し
た
。

そ
の
中
の
ひ
と
つ
が
宇
治
市
か
ら

賞
を
い
た
だ
き
、
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
等
で
講
座
を
さ
せ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
の
講
座
は
、
年
齢
、
性
別
、

障
が
い
の
有
無
、
す
べ
て
関
係
な

く
参
加
で
き
る
こ
と
を
基
本
と
し

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
幅
広
い

年
代
の
方
と
出
会
い
、
様
々
な
発

想
を
知
り
、
驚
く
ば
か
り
で
す
。

こ
の
ご
縁
も
、
私
の
作
品
づ
く
り

に
役
立
て
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　

自
作
と
講
座
を
続
け
る
中
で
、

新
し
い
夢
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ

は
、
皆
さ
ん
の
作
品
と
私
の
作
品

を
合
わ
せ
て
、
一
つ
の
街
を
作
り

た
い
と
い
う
も
の
で
す
。
多
様
性

と
い
う
意
味
の
「D

iversity

（
ダ

イ
バ
ー
シ
テ
ィ
）」、
街
と
い
う
意

味
の
「C

ity

（
シ
テ
ィ
）」
を
か

け
て
、
個
人
的
に
『D

ivercity

』

と
名
づ
け
ま
し
た
。
広
い
ス
ペ
ー

ス
に
、
み
ん
な
が
作
っ
た
ダ
ン
ボ

ー
ル
ジ
オ
ラ
マ
が
並
ぶ
、
こ
れ
こ

そ
多
様
性
の
街
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
を
知
っ
て

い
た
だ
こ
う
と
、
自
作
を
並
べ
た

小
さ
な
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
作
品
を

展
示
さ
せ
て
い
た
だ
く
活
動
も
始

め
ま
し
た
。
新
し
い
ア
ピ
ー
ル
方

法
も
模
索
中
で
す
。

　
こ
こ
ま
で
の
活
動
を
ふ
り
返
る

と
、
多
く
の
ご
縁
に
支
え
ら
れ
て

い
る
こ
と
を
感
じ
ま
す
。
妻
に
紹

介
さ
れ
た
先
生
を
始
め
、
自
作
を

み
て
助
言
し
て
下
さ
っ
た
方
、
講

座
を
受
講
さ
れ
た
方
と
の
ご
縁
、

教
諭
時
代
の
ご
縁
で
ア
ー
ト
フ
ォ

ー
ラ
ム
宇
治
や
宇
治
市
芸
術
文
化

協
会
と
も
ご
縁
が
で
き
ま
し
た
。

　
一
つ
の
作
品
は
14
㎝
×
6
㎝
と

小
さ
い
で
す
が
、
作
品
づ
く
り
を

通
じ
て
繋
が
っ
た
ご
縁
を
大
切
に

し
て
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
と
い
う

形
と
し
て
表
現
で
き
る
よ
う
に
、

こ
れ
か
ら
も
自
分
に
で
き
る
こ
と

を
地
道
に
続
け
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

ご
縁
を
つ
な
い
で

　
　
　
　
　
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
へ

宇
治
西
支
部

吉
原
　
史
晃

散歩中に見つけた何気ない風景、旅先での写真、
我が家の愛犬・愛猫など…なんでもOKです。良い
のが撮れた！と思ったらお気軽にご応募ください。

【応募方法】
組合員番号、組合員氏名、写真の簡単な説明25字
以内（任意）を明記し、HPまたは郵送で送付。

（送り先は表紙下の連絡先を参照。
次回3・4月号掲載予定）
※人物写真を投稿の場合は、被写体

に同意をとるなど、肖像権の侵害
にならないようご注意ください。 申込はこちら
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「
東
洋
の
ベ
ネ
チ
ア
」
と
呼
ば

れ
海
外
か
ら
も
観
光
客
が
訪
れ
る

入
江
の
あ
る
レ
ト
ロ
な
雰
囲
気
漂

う
漁
師
町
を
巡
り
ま
す
。

（
記　
矢
野
）

　
西
舞
鶴
駅
西
口
か
ら
駅
前
通
り

を
ま
っ
す
ぐ
進
み
、
橋
を
渡
る
と
、

正
面
に
円
隆
寺
が
見
え
て
き
ま
す
。

奈
良
時
代
に
行
基
が
創
建
し
た
と

さ
れ
る
寺
の
背
後
に
は
愛
宕
山
が

あ
り
、
古
く
か
ら
火
除
け
の
ご
利

益
が
あ
る
と
さ
れ
、
お
盆
の
火
祭

り
で
は
、
こ
の
ご
神
火
を
灯
籠
に

授
か
り
ま
す
。
円
隆
寺
の
境
内
を

ぬ
け
る
と
す
ぐ
隣
は
、
朝
代
神
社

の
境
内
で
す
。
６
７
３
年
頃
の
創

建
と
さ
れ
る
古
社
で
、
4
年
に
1

度
行
わ
れ
る
祭
礼
で
は
吉
原
の
太

刀
振
り
や
神
楽
な
ど
が
奉
納
さ
れ
、

今
で
も
人
々
の
信
仰
を
集
め
て
い

ま
す
。

　
朝
代
神
社
を
出
て
北
に
石
畳
の

道
を
5
分
ほ
ど
進
む
と
、
左
手
に

桂
林
寺
が
見
え
て
き
ま
す
。
桂
林

寺
に
は
、
関
ヶ
原
の
戦
い
の
前
哨

戦
で
、
田
辺
城
に
籠
城
し
た
細
川

幽
斎
を
支
援
し
た
功
績
を
称
え
ら

れ
、
細
川
家
か
ら
寄
進
さ
れ
た
仏

涅
槃
図
や
梵
鐘
が
残
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
桂
林
寺
を
出
て
東
に
住
宅
街
を

進
み
、
橋
を
渡
る
と
商
店
街
の
ア

ー
ケ
ー
ド
が
見
え
て
き
ま
す
。
か

し
わ
店
や
時
計
店
な
ど
、
ど
こ
か

懐
か
し
い
風
情
の
残
る
商
店
街
を

北
に
歩
く
と
右
手
に
若
の
湯
が
見

え
て
き
ま
す
。
レ
ト
ロ
な
洋
館
風

の
建
物
は
国
の
登
録
有
形
文
化
財

に
指
定
さ
れ
、
地
域
住
民
の
み
な

ら
ず
全
国
の
銭
湯
フ
ァ
ン
も
足
を

運
び
ま
す
。

　
商
店
街
を
抜
け
、
交
差
点
を
さ

ら
に
北
に
10
分
ほ
ど
進
み
、
吹
く

風
に
微
か
に
潮
の
香
り
が
し
て
く

る
と
伊
佐
津
川
が
見
え
て
き
ま
す
。

舞
鶴
湾
に
続
く
川
に
は
漁
船
が
停

泊
し
、
漁
師
町
の
風
情
が
漂
い
ま

す
。
川
沿
い
に
あ
る
舞
鶴
か
ま
ぼ

こ
工
房
で
は
、
か
ま
ぼ
こ
の
手
作

り
体
験
も
行
っ
て
い
ま
す
（
要
予

約
）。
大
和
橋
を
渡
り
、
住
宅
街

を
す
す
む
と
、
民
家
の
間
を
ぬ
っ

て
川
が
流
れ
、
川
面
に
は
軒
並
み

と
空
が
映
し
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
川
を
渡
り
、
２
つ
目
の
角
を

左
折
す
る
と
右
手
に
橙
色
と
白
の

暖
簾
が
見
え
て
き
ま
す
。
こ
こ
は

登
録
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た

も
う
一
つ
の
銭
湯
、
日
の
出
湯
で

す
。
若
の
湯
と
は
対
照
的
に
町
家

風
の
建
物
で
す
。
ま
た
、
銭
湯
近

く
が
映
画
「
国
宝
」
の
ロ
ケ
地
に

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
日
の
出
湯
が

出
演
者
や
ス
タ
ッ
フ
の
休
憩
所
と

し
て
使
用
さ
れ
、
入
口
付
近
に
は

李
相
日
監
督
の
サ
イ
ン
が
飾
ら
れ

て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
日
の
出
湯

の
店
主
は
組
合
員
の
高
橋
一
郎
さ

ん
。
定
年
退
職
後
ご
両
親
か
ら
受

け
継
い
だ
銭
湯
を
切
り
盛
り
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
日
の
出
湯
か
ら
さ
ら
に
北
西
に
、

吉
原
小
学
校
か
ら
時
折
聞
こ
え
る

子
ど
も
た
ち
の
声
を
聞
き
つ
つ
進

む
と
、
水
無
月
神
社
に
突
き
当
り

ま
す
。
そ
の
す
ぐ
隣
が
吉
原
入
江

と
呼
ば
れ
、
船
が
浮
か
ぶ
川
岸
に

は
昔
な
が
ら
の
民
家
が
建
ち
並
び
、

ベ
ネ
チ
ア
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
風

景
に
は
、
懐
か
し
い
漁
村
の
趣
き

を
感
じ
ら
れ
る
、
絶
好
の
フ
ォ
ト

ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

　
来
た
道
を
戻
り
、
国
道
27
号
線

を
南
に
20
分
ほ
ど
歩
く
と
白
壁
に

囲
ま
れ
た
明
倫
小
学
校
、
そ
の
東

に
田
辺
城
跡
が
あ
り
、
隣
接
す
る

資
料
館
で
は
、
細
川
幽
斎
を
は
じ

め
と
し
た
歴
代
城
主
や
、
城
下
町

田
辺
の
歴
史
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
す
（
要
入
館
料
）。
資
料
館
を

出
て
南
東
に
10
分
ほ
ど
進
む
と
西

舞
鶴
駅
に
到
着
で
す
。

桂林寺の桜

東洋のベネチアとも呼ばれる　吉原入江
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都
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で
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ン
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ル
ジ
オ
ラ
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講

座
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と
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え
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し
た
。

講
座
後
、
講
師
の
先
生
と
お
話
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
細
か
い
所
を

教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
か

げ
で
授
業
が
う
ま
く
い
き
ま
し
た
。

　
退
職
後
、
講
座
で
学
ん
だ
こ
と

を
元
に
、
個
人
的
に
ダ
ン
ボ
ー
ル

ジ
オ
ラ
マ
を
作
り
始
め
ま
し
た
。

そ
の
中
の
ひ
と
つ
が
宇
治
市
か
ら

賞
を
い
た
だ
き
、
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
等
で
講
座
を
さ
せ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
の
講
座
は
、
年
齢
、
性
別
、

障
が
い
の
有
無
、
す
べ
て
関
係
な

く
参
加
で
き
る
こ
と
を
基
本
と
し

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
幅
広
い

年
代
の
方
と
出
会
い
、
様
々
な
発

想
を
知
り
、
驚
く
ば
か
り
で
す
。

こ
の
ご
縁
も
、
私
の
作
品
づ
く
り

に
役
立
て
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　

自
作
と
講
座
を
続
け
る
中
で
、

新
し
い
夢
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ

は
、
皆
さ
ん
の
作
品
と
私
の
作
品

を
合
わ
せ
て
、
一
つ
の
街
を
作
り

た
い
と
い
う
も
の
で
す
。
多
様
性

と
い
う
意
味
の
「D

iversity

（
ダ

イ
バ
ー
シ
テ
ィ
）」、
街
と
い
う
意

味
の
「C

ity

（
シ
テ
ィ
）」
を
か

け
て
、
個
人
的
に
『D

ivercity

』

と
名
づ
け
ま
し
た
。
広
い
ス
ペ
ー

ス
に
、
み
ん
な
が
作
っ
た
ダ
ン
ボ

ー
ル
ジ
オ
ラ
マ
が
並
ぶ
、
こ
れ
こ

そ
多
様
性
の
街
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
を
知
っ
て

い
た
だ
こ
う
と
、
自
作
を
並
べ
た

小
さ
な
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
作
品
を

展
示
さ
せ
て
い
た
だ
く
活
動
も
始

め
ま
し
た
。
新
し
い
ア
ピ
ー
ル
方

法
も
模
索
中
で
す
。

　
こ
こ
ま
で
の
活
動
を
ふ
り
返
る

と
、
多
く
の
ご
縁
に
支
え
ら
れ
て

い
る
こ
と
を
感
じ
ま
す
。
妻
に
紹

介
さ
れ
た
先
生
を
始
め
、
自
作
を

み
て
助
言
し
て
下
さ
っ
た
方
、
講

座
を
受
講
さ
れ
た
方
と
の
ご
縁
、

教
諭
時
代
の
ご
縁
で
ア
ー
ト
フ
ォ

ー
ラ
ム
宇
治
や
宇
治
市
芸
術
文
化

協
会
と
も
ご
縁
が
で
き
ま
し
た
。

　
一
つ
の
作
品
は
14
㎝
×
6
㎝
と

小
さ
い
で
す
が
、
作
品
づ
く
り
を

通
じ
て
繋
が
っ
た
ご
縁
を
大
切
に

し
て
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
と
い
う

形
と
し
て
表
現
で
き
る
よ
う
に
、

こ
れ
か
ら
も
自
分
に
で
き
る
こ
と

を
地
道
に
続
け
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

ご
縁
を
つ
な
い
で

　
　
　
　
　
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
へ

宇
治
西
支
部

吉
原
　
史
晃

散歩中に見つけた何気ない風景、旅先での写真、
我が家の愛犬・愛猫など…なんでもOKです。良い
のが撮れた！と思ったらお気軽にご応募ください。
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「
東
洋
の
ベ
ネ
チ
ア
」
と
呼
ば

れ
海
外
か
ら
も
観
光
客
が
訪
れ
る

入
江
の
あ
る
レ
ト
ロ
な
雰
囲
気
漂

う
漁
師
町
を
巡
り
ま
す
。

（
記　
矢
野
）

　
西
舞
鶴
駅
西
口
か
ら
駅
前
通
り

を
ま
っ
す
ぐ
進
み
、
橋
を
渡
る
と
、

正
面
に
円
隆
寺
が
見
え
て
き
ま
す
。

奈
良
時
代
に
行
基
が
創
建
し
た
と

さ
れ
る
寺
の
背
後
に
は
愛
宕
山
が

あ
り
、
古
く
か
ら
火
除
け
の
ご
利

益
が
あ
る
と
さ
れ
、
お
盆
の
火
祭

り
で
は
、
こ
の
ご
神
火
を
灯
籠
に

授
か
り
ま
す
。
円
隆
寺
の
境
内
を

ぬ
け
る
と
す
ぐ
隣
は
、
朝
代
神
社

の
境
内
で
す
。
６
７
３
年
頃
の
創

建
と
さ
れ
る
古
社
で
、
4
年
に
1

度
行
わ
れ
る
祭
礼
で
は
吉
原
の
太

刀
振
り
や
神
楽
な
ど
が
奉
納
さ
れ
、

今
で
も
人
々
の
信
仰
を
集
め
て
い

ま
す
。

　
朝
代
神
社
を
出
て
北
に
石
畳
の

道
を
5
分
ほ
ど
進
む
と
、
左
手
に

桂
林
寺
が
見
え
て
き
ま
す
。
桂
林

寺
に
は
、
関
ヶ
原
の
戦
い
の
前
哨

戦
で
、
田
辺
城
に
籠
城
し
た
細
川

幽
斎
を
支
援
し
た
功
績
を
称
え
ら

れ
、
細
川
家
か
ら
寄
進
さ
れ
た
仏

涅
槃
図
や
梵
鐘
が
残
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
桂
林
寺
を
出
て
東
に
住
宅
街
を

進
み
、
橋
を
渡
る
と
商
店
街
の
ア

ー
ケ
ー
ド
が
見
え
て
き
ま
す
。
か

し
わ
店
や
時
計
店
な
ど
、
ど
こ
か

懐
か
し
い
風
情
の
残
る
商
店
街
を

北
に
歩
く
と
右
手
に
若
の
湯
が
見

え
て
き
ま
す
。
レ
ト
ロ
な
洋
館
風

の
建
物
は
国
の
登
録
有
形
文
化
財

に
指
定
さ
れ
、
地
域
住
民
の
み
な

ら
ず
全
国
の
銭
湯
フ
ァ
ン
も
足
を

運
び
ま
す
。

　
商
店
街
を
抜
け
、
交
差
点
を
さ

ら
に
北
に
10
分
ほ
ど
進
み
、
吹
く

風
に
微
か
に
潮
の
香
り
が
し
て
く

る
と
伊
佐
津
川
が
見
え
て
き
ま
す
。

舞
鶴
湾
に
続
く
川
に
は
漁
船
が
停

泊
し
、
漁
師
町
の
風
情
が
漂
い
ま

す
。
川
沿
い
に
あ
る
舞
鶴
か
ま
ぼ

こ
工
房
で
は
、
か
ま
ぼ
こ
の
手
作

り
体
験
も
行
っ
て
い
ま
す
（
要
予

約
）。
大
和
橋
を
渡
り
、
住
宅
街

を
す
す
む
と
、
民
家
の
間
を
ぬ
っ

て
川
が
流
れ
、
川
面
に
は
軒
並
み

と
空
が
映
し
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
川
を
渡
り
、
２
つ
目
の
角
を

左
折
す
る
と
右
手
に
橙
色
と
白
の

暖
簾
が
見
え
て
き
ま
す
。
こ
こ
は

登
録
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た

も
う
一
つ
の
銭
湯
、
日
の
出
湯
で

す
。
若
の
湯
と
は
対
照
的
に
町
家

風
の
建
物
で
す
。
ま
た
、
銭
湯
近

く
が
映
画
「
国
宝
」
の
ロ
ケ
地
に

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
日
の
出
湯
が

出
演
者
や
ス
タ
ッ
フ
の
休
憩
所
と

し
て
使
用
さ
れ
、
入
口
付
近
に
は

李
相
日
監
督
の
サ
イ
ン
が
飾
ら
れ

て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
日
の
出
湯

の
店
主
は
組
合
員
の
高
橋
一
郎
さ

ん
。
定
年
退
職
後
ご
両
親
か
ら
受

け
継
い
だ
銭
湯
を
切
り
盛
り
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
日
の
出
湯
か
ら
さ
ら
に
北
西
に
、

吉
原
小
学
校
か
ら
時
折
聞
こ
え
る

子
ど
も
た
ち
の
声
を
聞
き
つ
つ
進

む
と
、
水
無
月
神
社
に
突
き
当
り

ま
す
。
そ
の
す
ぐ
隣
が
吉
原
入
江

と
呼
ば
れ
、
船
が
浮
か
ぶ
川
岸
に

は
昔
な
が
ら
の
民
家
が
建
ち
並
び
、

ベ
ネ
チ
ア
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
風

景
に
は
、
懐
か
し
い
漁
村
の
趣
き

を
感
じ
ら
れ
る
、
絶
好
の
フ
ォ
ト

ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

　
来
た
道
を
戻
り
、
国
道
27
号
線

を
南
に
20
分
ほ
ど
歩
く
と
白
壁
に

囲
ま
れ
た
明
倫
小
学
校
、
そ
の
東

に
田
辺
城
跡
が
あ
り
、
隣
接
す
る

資
料
館
で
は
、
細
川
幽
斎
を
は
じ

め
と
し
た
歴
代
城
主
や
、
城
下
町

田
辺
の
歴
史
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
す
（
要
入
館
料
）。
資
料
館
を

出
て
南
東
に
10
分
ほ
ど
進
む
と
西

舞
鶴
駅
に
到
着
で
す
。

桂林寺の桜

東洋のベネチアとも呼ばれる　吉原入江
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確定申告の簡易フローチャート

確定申告は、1年間の所得に対する税金を計算し、税務署に申告することで過不足を
精算する手続きです。確定申告　お忘れなく

医療費控除を受ける方へ

令和７年1月～12月の間に、どのような収入がありましたか？

＊所得とは「収入」から必要経費を除いたもの。収入の種類によって、所得額の算出方法は異なります。所得の求め方は、国税
　庁HPをご参照ください。

A  …確定申告が必要です。

 …確定申告の必要はありません。

＊退職所得のある方が確定申告書を提出する場合は、退職所得を含めて申告する必要が
　あります。

＊ただし住民税の申告が必要な場合があります。お住まいの市町村にお問い合わせください。

確定申告期間は2026年（令和8年）2月16日（月）～3月16日（月）までです。
各税務署の確定申告会場等については、事前に各市区町村広報誌等でご確認ください。 【税務署からのお知らせ】

主に給与 主に年金

はい いいえ はい いいえ

A A

現在の勤務先は1か所のみで、
年末調整を受けていますか？

年金の収入が400万円を
超えていますか？

はい いいえ

A B

給与以外の収入があり、その所得（＊）
が20万円を超えていますか？

はい いいえ

A B

年金以外の収入があり、その所得（＊）
が20万円を超えていますか？

＊営業や農業、不動産収入等のある方は、税務署にご相談ください。

B

医療費控除や寄附金控除（ふるさと
納税など）、障害者控除などの適用
を受ける場合など、各種控除を受
けたい場合は還付申告が必要です。

医療費控除とは、病気やケガの治療で支払った金額が、年間10万円を超えている場合に申告できる制度です。ただし年間
の総所得金額が200万円未満の場合は、医療費が所得の５％（例えば総所得金額等が150万円の場合は7万5千円）を越えて
いれば申告することができます。
　また、医療費控除の特例として、「特定一般医薬品等購入費」を支払った場合は、「セルフメディケーション税制」を受け
られます。その場合は、通常の医療費控除の適用はできません。
＊セルフメディケーション税制…本人や家族のために1万2千円を超える
　対象医薬品を購入した場合に受けることが可能

医療費控除の申告時、互助組合の
「療養補助金給付」は差し引いて申
告する必要があります。

「医療給付証明書・委託払い証明書」
をお持ちの方は、「医療費控除申告
額」を申告してください。

＊ 確定申告会場での相談を希望される方は、LINEによるオンライン事前予約をお願いします。各会場において当日受付も行ってお
りますが、当日の相談枠に限りがありますので、ぜひ、オンライン事前予約をご利用ください。オンライン事前予約に関する詳
しい方法は国税庁ホームページをご確認ください。

 また、スマホとマイナンバーカードがあればご自宅からいつでも確定申告が可能ですので、是非ご利用ください。

2025

2026 9

2025

6

　毎月4,000件ほど寄せられる療養補助金請求。その中には、書類の不備でお
返しする事例もあります。その事例の一部を紹介しますので、あてはまる事例
がないか、請求前に今一度確認をお願いします。

～こんな事例に要注意！～
療養補助金給付請求 提出前に再確認しましょう

その他 ご不明な点は退職互助部までお問い合わせください。 ☎075‐752‐0540

保険診療費の請求ですか？（保険点数、健康保険の一部負担金との記載がある）

領収書に未収額の記載がありませんか？

領収書の記載事項がすべて読み取れますか？

治療用装具を購入した場合の請求が含まれていませんか？

人間ドックや健診の領収書が含まれていませんか？

令和8年1月15日

860
8 1 15

360 500
8 1 15

-

　療養補助金請求用紙に、人間ドック受診の領収書や健診の領収書が併せて添付されていることがあります。人間
ドックや健診は自費診療のため、「人間ドック補助金」として第2号様式「各種給付請求書」でご請求ください。

　治療のため医師の指示のもと治療用装具（コルセット、サポーター、関節用装具等）を購入し、審査により健康
保険からの保険給付が認められた場合、その購入費用も療養補助金の対象になります（但し、健康保険からの給付
分を除く）。請求の際は、①装具購入時の領収書②健康保険からの給付支給決定通知書を併せて添付してください。

　添付書類はすべてコピーで構いません。何枚かの領収書をまとめて、縮小コピーしたものでも受け付けますが、
領収書の記載事項がすべて読み取れるようにコピーしてください。（両面コピーは不可）

　療養補助金は、受診月を基準に、健康保険の一部負
担金を給付の対象として計算します。
　当日の診療分以外の支払いがあり、「未収額*」（*医療
機関によっては、名称が「前回請求額」「前回未払金」
等の場合があります）に金額が記載されている領収書
については、「受診日」「保険点数」を領収書の余白部分
に受診した医療機関で明記してもらう、またはその金
額の診療明細（受診日・保険点数明記）を併せて添付し
てください。

　療養補助金は健康保険の一部負担金が対象です。受診された内容が保
険診療の一部負担金であることが、領収書に明確に記載されていなけれ
ばお受けできません。
　特に、鍼灸接骨院・整骨院での施術は、保険点数がないため、健康保
険適用の一部負担金であることの明記が必要です。また、鍼灸接骨院・
整骨院は簡易な領収書も多く、患者氏名（＝組合員氏名）の記載がない
ものも見受けられます。右記見本の内容が明記されているか確認をお願
いします。（クレジットカードの利用明細、銀行振込・口座振替の本人控
えなどの場合も、請求書や診療明細などの追加添付が必要です。）

互助組合報退教互版 2026．2.15
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険適用の一部負担金であることの明記が必要です。また、鍼灸接骨院・
整骨院は簡易な領収書も多く、患者氏名（＝組合員氏名）の記載がない
ものも見受けられます。右記見本の内容が明記されているか確認をお願
いします。（クレジットカードの利用明細、銀行振込・口座振替の本人控
えなどの場合も、請求書や診療明細などの追加添付が必要です。）
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ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
博
物
館
所
蔵

特
別
展　
古
代
エ
ジ
プ
ト

　

彫
刻
、
棺
、
宝
飾
品
、
陶
器
、

土
器
、
パ
ピ
ル
ス
、
そ
し
て
人
間

や
ネ
コ
の
ミ
イ
ラ
な
ど
約
１
５
０

点
の
遺
物
を
通
じ
て
、
想
像
を
超

え
る
高
度
な
文
化
を
創
出
し
た

人
々
の
営
み
を
ひ
も
解
き
ま
す
。

あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
美
術
館

３
月
20
日（
金
祝
）〜
６
月
14
日（
日
）

取
扱
料
金 

一
般　
１
8
９
０
円

 
大
高
生　
１
4
４
０
円

※
障
が
い
者
と
そ
の
付
添
人
１
名
は
窓

口
に
て
当
日
料
金
の
半
額
（
要
証
明
）

大
ど
ろ
ぼ
う
の
家

　

大
ど
ろ
ぼ
う
の
家
は
ど
ん
な

家
？　
大
ど
ろ
ぼ
う
っ
て
誰
な
ん

だ
ろ
う
？　
谷
川
俊
太
郎
・
谷
川

賢
作
の
詩
の
庭
、
ヨ
シ
タ
ケ
シ
ン

ス
ケ
の
新
作
絵
本
原
画
な
ど
、〈
大

ど
ろ
ぼ
う
〉
の
〝
盗
品
〞
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
を
楽
し
む
体
験
型
の
展
覧

会
で
す
。

京
都
市
京
セ
ラ
美
術
館

４
月
11
日（
土
）〜
６
月
14
日（
日
）

取
扱
料
金 

一
般　
１
5
３
０
円

 

大
高
生　
　
　
　

9
０
０
円

 

小
中
生　
　
４
５
０
円

※
障
が
い
者
と
そ
の
付
添
人
１
名
は
無

料
（
要
証
明
）音

楽

大
阪
交
響
楽
団　
０
歳
か
ら
の

ザ
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
〜
ち
か
ら
・

い
っ
ぱ
い
・
い
き
て
い
る
〜

　
お
と
な
も
子
ど
も
も
楽
し
め
る

コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

大
阪
交
響
楽
団
か
つ
お
こ
カ
ル
テ
ッ
ト

河
瀬
里
子
（
Pf.
）、
津
末
佐
紀
子

（
Ob.
）、
奥
本
華
菜
子
（
Fl.
）、

小
曲
善
子
（
Hr.
）

四
方
典
子
（
ソ
プ
ラ
ノ
）

谷
村
悟
史
（
テ
ノ
ー
ル
）

文
化
パ
ル
ク
城
陽
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

３
月
８
日
（
日
）
14
時
開
演

取
扱
料
金 

一
般　
１
０
８
０
円

 

３
歳
〜
高
校
生　
　
6
３
０
円

 

全
席
指
定

※
２
歳
以
下
膝
上
鑑
賞
可

※
チ
ケ
ッ
ト
は
当
日
会
場
渡
し
で
す

牛
田
智
大

ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

　
ピ
ア
ノ
界
の
若
き
貴
公
子
に
よ

る
、
情
熱
と
繊
細
さ
を
兼
ね
備
え

た
演
奏
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

オ
ー
ル
ブ
ラ
ー
ム
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
。

京
都
府
中
丹
文
化
会
館

３
月
22
日
（
日
）
14
時
開
演

取
扱
料
金 

一
般　
２
9
０
０
円

 

全
席
指
定

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
紀
行　
音
の
旅
人
た
ち

〜
太
陽
と
情
熱
の
音
楽
会

ス
ペ
イ
ン
と
イ
タ
リ
ア
の
風
〜

　
音
楽
と
楽
し
い
お
話
で
世
界
を

旅
し
ま
し
ょ
う
。

ヤ
ン
ネ
舘
野　
木
下
真
希
（
Vn.
）

徳
永
真
一
郎
（
Gt.
）

中
田
美
穂
（
Va.
）

佐
藤
響
（
Vc.
）

文
化
パ
ル
ク
城
陽
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

３
月
22
日
（
日
）
14
時
開
演

取
扱
料
金 

一
般　
２
２
５
０
円

 

全
席
指
定

相
川
七
瀬　
30　
th

Anniversary LIVE2026

文
化
パ
ル
ク
城
陽
プ
ラ
ム
ホ
ー
ル

４
月
21
日
（
火
）
18
時
30
分
開
演

取
扱
料
金 

一
般　
６
３
０
０
円

 

全
席
指
定

深
見
ま
ど
か　

ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

　
京
都
出
身
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
深
見

ま
ど
か
が
、
名
曲
揃
い
の
シ
ョ
パ

ン
の
前
奏
曲
全
曲
や
、
武
満
徹
の

ピ
ア
ノ
曲
全
曲
、
そ
し
て
酒
井
健

治
の
委
嘱
新
作
を
世
界
初
演
に
て

披
露
。

府
民
ホ
ー
ル
ア
ル
テ
ィ

４
月
25
日
（
土
）
15
時
開
演　

取
扱
料
金 

一
般　
３
5
０
０
円

学
生
（
25
歳
以
下
）
２
０
０
０
円

 

全
席
指
定

ダ
ン
ス

春
休
み
特
別
企
画　

ト
ッ
プ
ダ
ン
サ
ー
ズ 
ド
リ
ー
ム
ラ
イ
ブ

　

Ｅ
Ｘ
Ｉ
Ｌ
Ｅ
、
な
に
わ
男
子
、

藤
井
風
な
ど
の
バ
ッ
ク
ダ
ン
サ
ー

と
し
て
も
活
躍
。
日
本
を
代
表
す

る
Ｈ
Ｉ
Ｐ 

Ｈ
Ｏ
Ｐ
ダ
ン
サ
ー
達

に
よ
る
、
笑
い
あ
り
、
解
説
あ
り
、

初
め
て
で
も
楽
し
め
る
ダ
ン
ス
ラ

イ
ブ
で
す
。

京
都
府
中
丹
文
化
会
館

３
月
15
日
（
日
）
14
時
開
演　

取
扱
料
金 

一
般　
１
０
０
０
円

 

全
席
指
定

※
３
歳
以
上
有
料演

劇

劇
団
四
季

「
恋
に
お
ち
た
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
」

　
名
作
「
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ

ト
」
の
誕
生
に
、
若
き
シ
ェ
イ
ク

ス
ピ
ア
の
身
を
焦
が
す
よ
う
な
恋

が
大
き
く
か
か
わ
っ
て
い
た
と
し

た
ら
？　
芝
居
の
す
ば
ら
し
さ
を

堪
能
で
き
る
至
福
の
舞
台
、
待
望

の
再
演
。

京
都
劇
場

①
５
月
９
日（
土
）13
時
開
演

展
覧
会
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②
５
月
10
日（
日
）13
時
開
演

③
５
月
16
日（
土
）17
時
30
分
開
演

取
扱
料
金 

Ｓ
席
①
②
１
１
4
０
０
円

 

Ｓ
席
③　
１
０
4
５
０
円

 

全
席
指
定

※
公
演
当
日
３
歳
以
上
有
料
、
３
歳
未

満
入
場
不
可

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ド
ラ
マ

「
老
害
の
人
」

　
爆
笑
と
感
動
の
〝
老
害
〞
バ
ト

ル
開
幕
！
こ
の
異
色
タ
ッ
グ
、
走

り
出
し
た
ら
止
ま
ら
な
い
?!

原
作　
内
館
牧
子

出
演　
友
近　
千
葉
雄
大

森
ノ
宮
ピ
ロ
テ
ィ
ホ
ー
ル

①
５
月
16
日
（
土
）
17
時
開
演　

②
５
月
17
日
（
日
）
13
時
開
演

取
扱
料
金 

①
７
8
０
０
円

 

②
８
３
０
０
円

 

全
席
指
定

ハ
ム
レ
ッ
ト

　
新
時
代
の
歌
舞
伎
俳
優
市
川
染

五
郎
が
ハ
ム
レ
ッ
ト
役
で
ス
ト
レ

ー
ト
プ
レ
イ
初
出
演
、
初
主
演
に

挑
み
ま
す
。

出
演　
市
川
染
五
郎　
當
間
あ
み

　
　
　
石
川
凌
雅　
横
山
賀
三
他

Ｓ
ｋｙ
シ
ア
タ
ー
Ｍ
Ｂ
Ｓ

６
月
７
日
（
日
）
12
時
開
演

取
扱
料
金　
Ｓ
席
１
４
０
０
０
円

 

全
席
指
定

落
語

桂
塩
鯛　
独
演
会

府
立
文
化
芸
術
会
館

４
月
18
日
（
土
）
13
時
30
分
開
演

取
扱
料
金　
一
般　
３
4
０
０
円

 
全
席
指
定

※
25
歳
以
下
の
方
は
当
日
証
明
証
呈
示

で
５
０
０
円
返
金

月
曜
日
締
切 

水
曜
日
発
送

◆
京
都
シ
ネ
マ 

１
０
８
０
円

 

※
１
回
の
申
込
に
つ
き
原
則
２
枚
ま
で

◆
京
都
鉄
道
博
物
館　

 

一
般　
１
２
７
５
円

◆
ニ
フ
レ
ル （
有
効
期
間
〜
３
／
31
）

 

※
今
年
度
で
取
り
扱
い
を
終
了
し
ま
す

 

一
般　
２
０
０
０
円

 

小
中
学
生　
１
０
０
０
円

 

３
歳
以
上　
　
５
５
０
円

※
そ
の
他
の
券
種
は
Ｈ
Ｐ
で
確
認

年
間
取
扱
チ
ケ
ッ
ト年間取扱

チケット
申込は　
こちら　

※
年
間
取
扱
チ
ケ
ッ
ト
は
３
月
23

日（
月
）締
切
、
25
日（
水
）発
送

が
年
度
内
最
終
発
送
で
す
。
年

度
切
替
の
た
め
４
月
１
日（
水
）

の
発
送
は
あ
り
ま
せ
ん
。
３
月

24
日（
火
）〜
４
月
６
日（
月
）申

込
分
は
４
月
８
日（
水
）発
送
に

な
り
ま
す
。
計
画
的
に
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

　
小
学
館
文
庫
小
説
賞
受
賞
の
長

月
天
音
の
デ
ビ
ュ
ー
作
を
映
画
化

し
た
『
ほ
ど
な
く
、お
別
れ
で
す
』。

葬
儀
会
社
に
就
職
し
た
、〝
亡
く

な
っ
た
人
の
声
を
聴
く
こ
と
が
で

き
る
〞
ヒ
ロ
イ
ン
と
、
指
南
役
の

葬
祭
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
ふ
た
り
が
〝

最
高
の
葬
儀
〞
を
目
指
す
姿
を
描

く
。
別
れ
の
場
で
、
人
は
何
を
残

し
、
何
を
受
け
取
る
の
か
。
静
か

で
温
か
な
物
語
。

　
『
パ
ン
ダ
の
す
ご
い
世
界
』
は
、

人
間
と
は
ま
た
違
っ
た
パ
ン
ダ
の

生
態
に
迫
っ
た
中
国
発
の
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
。
白
黒
模
様
に
ま
る

ま
る
と
し
た
見
た
目
と
愛
く
る
し

い
仕
草
で
世
界
中
の
人
々
を
虜
に

す
る
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
パ
ン
ダ
が
た

く
さ
ん
登
場
し
、
84
分
間
を
パ
ン

ダ
た
ち
と
一
緒
に
過
ご
す
こ
と
が

で
き
る
。
主
な
舞
台
は
、
四
川
省

に
点
在
す
る
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
パ
ン

ダ
保
護
研
究
セ
ン
タ
ー
。
誕
生
か

ら
育
成
、
野
生
復
帰
の
訓
練
や
老

後
の
生
活
ま
で
を
映
し
出
す
だ
け

で
な
く
、
繁
殖
や
保
護
活
動
、〝
生

き
る
化
石
〞
と
も
い
わ
れ
る
８
０ 

０
万
年
に
も
お
よ
ぶ
歴
史
も
追
求

し
、
絶
滅
の
危
機
を
脱
し
つ
つ
あ

る
パ
ン
ダ
と
人
間
の
共
生
へ
の
道

筋
を
辿
っ
て
い
く
。

　
長
編
デ
ビ
ュ
ー
作
『
37
セ
カ
ン

ズ
』
で
絶
賛
さ
れ
た
Ｈ
Ｉ
Ｋ
Ａ
Ｒ

Ｉ
監
督
の
最
新
作
『
レ
ン
タ
ル
・

フ
ァ
ミ
リ
ー
』。
東
京
で
暮
ら
す

落
ち
ぶ
れ
た
俳
優
フ
ィ
リ
ッ
プ
が
、

実
在
す
る
〝
レ
ン
タ
ル
家
族
〞
ビ

ジ
ネ
ス
の
仕
事
に
出
会
い
、〝
レ

ン
タ
ル
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
〞
と
し
て

想
像
も
し
な
か
っ
た
人
生
の
一
部

を
体
験
し
て
い
く
…
。
生
き
る
喜

び
が
描
か
れ
た
ハ
ー
ト
フ
ル
な
ヒ

ュ
ー
マ
ン
ド
ラ
マ
だ
。

　
『
ほ
ど
な
く
、
お
別
れ
で
す
』

は
６
日
か
ら
Ｔ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
シ
ネ
マ
ズ

二
条
、
Ｍ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｘ
京
都
、
Ｔ
・

ジ
ョ
イ
京
都
、
イ
オ
ン
シ
ネ
マ
京

都
桂
川
・
久
御
山
・
高
の
原
に
て
、

『
パ
ン
ダ
の
す
ご
い
世
界
』
は
６

日
か
ら
京
都
シ
ネ
マ
に
て
、『
レ

ン
タ
ル
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
』
は
27
日

か
ら
Ｔ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
シ
ネ
マ
ズ
二
条
、

Ｍ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｘ
京
都
、
Ｔ
・
ジ
ョ
イ

京
都
、
イ
オ
ン
シ
ネ
マ
京
都
桂

川
・
久
御
山
・
高
の
原
に
て
公
開

予
定
。

 

（
京
都
シ
ネ
マ
・
川
添
ゆ
う
き
）

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

『パンダのすごい世界』

湯口　みゆき
（七条中学校）

絵画

　惺（せいい）さんは宇宙
と音楽をこよなく愛する、
京都市立七条中学校の生徒
会長です。
　彼は芸術や宇宙に造詣が
深く、この作品を１年生時
に制作しました。「頭上に
きらめく天体の神秘」×「心
に流れている美しい音楽」、
そのふたつからインスピレ
ーションを得ました。
　好きなものに対する真摯
な姿勢と繊細な感性が、作
品の色合いや筆触によく表
現されています。
　これからも『好きこそも
のの上手なれ』の精神で、
様々なことに挑戦できる人
であってほしいと願ってお
ります。

指導
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ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
博
物
館
所
蔵

特
別
展

古
代
エ
ジ
プ
ト

彫
刻
、
棺
、
宝
飾
品
、
陶
器
、

土
器
、
パ
ピ
ル
ス
、
そ
し
て
人
間

や
ネ
コ
の
ミ
イ
ラ
な
ど
約
１
５
０

点
の
遺
物
を
通
じ
て
、
想
像
を
超

え
る
高
度
な
文
化
を
創
出
し
た

人
々
の
営
み
を
ひ
も
解
き
ま
す
。

あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
美
術
館

３
月
20
日（
金
祝
）〜
６
月
14
日（
日
）

取
扱
料
金

一
般

１
8
９
０
円

大
高
生

１
4
４
０
円

※
障
が
い
者
と
そ
の
付
添
人
１
名
は
窓

口
に
て
当
日
料
金
の
半
額
（
要
証
明
）

大
ど
ろ
ぼ
う
の
家

大
ど
ろ
ぼ
う
の
家
は
ど
ん
な

家
？

大
ど
ろ
ぼ
う
っ
て
誰
な
ん

だ
ろ
う
？

谷
川
俊
太
郎
・
谷
川

賢
作
の
詩
の
庭
、
ヨ
シ
タ
ケ
シ
ン

ス
ケ
の
新
作
絵
本
原
画
な
ど
、〈
大

ど
ろ
ぼ
う
〉
の
〝
盗
品
〞
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
を
楽
し
む
体
験
型
の
展
覧

会
で
す
。

京
都
市
京
セ
ラ
美
術
館

４
月
11
日（
土
）〜
６
月
14
日（
日
）

取
扱
料
金

一
般

１
5
３
０
円

大
高
生

9
０
０
円

小
中
生

４
５
０
円

※
障
が
い
者
と
そ
の
付
添
人
１
名
は
無

料
（
要
証
明
）音

楽

大
阪
交
響
楽
団

０
歳
か
ら
の

ザ
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
〜
ち
か
ら
・

い
っ
ぱ
い
・
い
き
て
い
る
〜

お
と
な
も
子
ど
も
も
楽
し
め
る

コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

大
阪
交
響
楽
団
か
つ
お
こ
カ
ル
テ
ッ
ト

河
瀬
里
子
（
Pf.
）、
津
末
佐
紀
子

（
Ob.
）、
奥
本
華
菜
子
（
Fl.
）、

小
曲
善
子
（
Hr.
）

四
方
典
子
（
ソ
プ
ラ
ノ
）

谷
村
悟
史
（
テ
ノ
ー
ル
）

文
化
パ
ル
ク
城
陽
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

３
月
８
日
（
日
）
14
時
開
演

取
扱
料
金

一
般

１
０
８
０
円

３
歳
〜
高
校
生

6
３
０
円

全
席
指
定

※
２
歳
以
下
膝
上
鑑
賞
可

※
チ
ケ
ッ
ト
は
当
日
会
場
渡
し
で
す

牛
田
智
大

ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

ピ
ア
ノ
界
の
若
き
貴
公
子
に
よ

る
、
情
熱
と
繊
細
さ
を
兼
ね
備
え

た
演
奏
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

オ
ー
ル
ブ
ラ
ー
ム
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
。

京
都
府
中
丹
文
化
会
館

３
月
22
日
（
日
）
14
時
開
演

取
扱
料
金

一
般

２
9
０
０
円

全
席
指
定

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
紀
行

音
の
旅
人
た
ち

〜
太
陽
と
情
熱
の
音
楽
会

ス
ペ
イ
ン
と
イ
タ
リ
ア
の
風
〜

音
楽
と
楽
し
い
お
話
で
世
界
を

旅
し
ま
し
ょ
う
。

ヤ
ン
ネ
舘
野

木
下
真
希
（
Vn.
）

徳
永
真
一
郎
（
Gt.
）

中
田
美
穂
（
Va.
）

佐
藤
響
（
Vc.
）

文
化
パ
ル
ク
城
陽
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

３
月
22
日
（
日
）
14
時
開
演

取
扱
料
金

一
般

２
２
５
０
円

全
席
指
定

相
川
七
瀬

30
th

Anniversary LIVE2026

文
化
パ
ル
ク
城
陽
プ
ラ
ム
ホ
ー
ル

４
月
21
日
（
火
）
18
時
30
分
開
演

取
扱
料
金

一
般

６
３
０
０
円

全
席
指
定

深
見
ま
ど
か

ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

京
都
出
身
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
深
見

ま
ど
か
が
、
名
曲
揃
い
の
シ
ョ
パ

ン
の
前
奏
曲
全
曲
や
、
武
満
徹
の

ピ
ア
ノ
曲
全
曲
、
そ
し
て
酒
井
健

治
の
委
嘱
新
作
を
世
界
初
演
に
て

披
露
。

府
民
ホ
ー
ル
ア
ル
テ
ィ

４
月
25
日
（
土
）
15
時
開
演

取
扱
料
金

一
般

３
5
０
０
円

学
生
（
25
歳
以
下
）
２
０
０
０
円

全
席
指
定

ダ
ン
ス

春
休
み
特
別
企
画

ト
ッ
プ
ダ
ン
サ
ー
ズ
ド
リ
ー
ム
ラ
イ
ブ

Ｅ
Ｘ
Ｉ
Ｌ
Ｅ
、
な
に
わ
男
子
、

藤
井
風
な
ど
の
バ
ッ
ク
ダ
ン
サ
ー

と
し
て
も
活
躍
。
日
本
を
代
表
す

る
Ｈ
Ｉ
Ｐ
Ｈ
Ｏ
Ｐ
ダ
ン
サ
ー
達

に
よ
る
、
笑
い
あ
り
、
解
説
あ
り
、

初
め
て
で
も
楽
し
め
る
ダ
ン
ス
ラ

イ
ブ
で
す
。

京
都
府
中
丹
文
化
会
館

３
月
15
日
（
日
）
14
時
開
演

取
扱
料
金

一
般

１
０
０
０
円

全
席
指
定

※
３
歳
以
上
有
料演

劇

劇
団
四
季

「
恋
に
お
ち
た
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
」

名
作
「
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ

ト
」
の
誕
生
に
、
若
き
シ
ェ
イ
ク

ス
ピ
ア
の
身
を
焦
が
す
よ
う
な
恋

が
大
き
く
か
か
わ
っ
て
い
た
と
し

た
ら
？

芝
居
の
す
ば
ら
し
さ
を

堪
能
で
き
る
至
福
の
舞
台
、
待
望

の
再
演
。

京
都
劇
場

①
５
月
９
日（
土
）13
時
開
演

展
覧
会
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②
５
月
10
日（
日
）13
時
開
演

③
５
月
16
日（
土
）17
時
30
分
開
演

取
扱
料
金
Ｓ
席
①
②
１
１
4
０
０
円

Ｓ
席
③　
１
０
4
５
０
円

全
席
指
定

※
公
演
当
日
３
歳
以
上
有
料
、
３
歳
未

満
入
場
不
可

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ド
ラ
マ

「
老
害
の
人
」

　
爆
笑
と
感
動
の
〝
老
害
〞
バ
ト

ル
開
幕
！
こ
の
異
色
タ
ッ
グ
、
走

り
出
し
た
ら
止
ま
ら
な
い
?!

原
作　
内
館
牧
子

出
演　
友
近　
千
葉
雄
大

森
ノ
宮
ピ
ロ
テ
ィ
ホ
ー
ル

①
５
月
16
日
（
土
）
17
時
開
演

②
５
月
17
日
（
日
）
13
時
開
演

取
扱
料
金

①
７
8
０
０
円

②
８
３
０
０
円

全
席
指
定

ハ
ム
レ
ッ
ト

　
新
時
代
の
歌
舞
伎
俳
優
市
川
染

五
郎
が
ハ
ム
レ
ッ
ト
役
で
ス
ト
レ

ー
ト
プ
レ
イ
初
出
演
、
初
主
演
に

挑
み
ま
す
。

出
演　
市
川
染
五
郎　
當
間
あ
み

　
　
　
石
川
凌
雅　
横
山
賀
三
他

Ｓ
ｋｙ
シ
ア
タ
ー
Ｍ
Ｂ
Ｓ

６
月
７
日
（
日
）
12
時
開
演

取
扱
料
金　
Ｓ
席
１
４
０
０
０
円

全
席
指
定

落
語

桂
塩
鯛　
独
演
会

府
立
文
化
芸
術
会
館

４
月
18
日
（
土
）
13
時
30
分
開
演

取
扱
料
金　
一
般　
３
4
０
０
円

全
席
指
定

※
25
歳
以
下
の
方
は
当
日
証
明
証
呈
示

で
５
０
０
円
返
金

月
曜
日
締
切
水
曜
日
発
送

◆
京
都
シ
ネ
マ

１
０
８
０
円

※
１
回
の
申
込
に
つ
き
原
則
２
枚
ま
で

◆
京
都
鉄
道
博
物
館　

一
般　
１
２
７
５
円

◆
ニ
フ
レ
ル
（
有
効
期
間
〜
３
／
31
）

※
今
年
度
で
取
り
扱
い
を
終
了
し
ま
す

一
般　
２
０
０
０
円

小
中
学
生　
１
０
０
０
円

３
歳
以
上　
　
５
５
０
円

※
そ
の
他
の
券
種
は
Ｈ
Ｐ
で
確
認

年
間
取
扱
チ
ケ
ッ
ト年間取扱

チケット
申込は
こちら

※
年
間
取
扱
チ
ケ
ッ
ト
は
３
月
23

日（
月
）締
切
、
25
日（
水
）発
送

が
年
度
内
最
終
発
送
で
す
。
年

度
切
替
の
た
め
４
月
１
日（
水
）

の
発
送
は
あ
り
ま
せ
ん
。
３
月

24
日（
火
）〜
４
月
６
日（
月
）申

込
分
は
４
月
８
日（
水
）発
送
に

な
り
ま
す
。
計
画
的
に
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

　
小
学
館
文
庫
小
説
賞
受
賞
の
長

月
天
音
の
デ
ビ
ュ
ー
作
を
映
画
化

し
た
『
ほ
ど
な
く
、お
別
れ
で
す
』。

葬
儀
会
社
に
就
職
し
た
、〝
亡
く

な
っ
た
人
の
声
を
聴
く
こ
と
が
で

き
る
〞
ヒ
ロ
イ
ン
と
、
指
南
役
の

葬
祭
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
ふ
た
り
が
〝

最
高
の
葬
儀
〞
を
目
指
す
姿
を
描

く
。
別
れ
の
場
で
、
人
は
何
を
残

し
、
何
を
受
け
取
る
の
か
。
静
か

で
温
か
な
物
語
。

『
パ
ン
ダ
の
す
ご
い
世
界
』
は
、

人
間
と
は
ま
た
違
っ
た
パ
ン
ダ
の

生
態
に
迫
っ
た
中
国
発
の
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
。
白
黒
模
様
に
ま
る

ま
る
と
し
た
見
た
目
と
愛
く
る
し

い
仕
草
で
世
界
中
の
人
々
を
虜
に

す
る
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
パ
ン
ダ
が
た

く
さ
ん
登
場
し
、
84
分
間
を
パ
ン

ダ
た
ち
と
一
緒
に
過
ご
す
こ
と
が

で
き
る
。
主
な
舞
台
は
、
四
川
省

に
点
在
す
る
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
パ
ン

ダ
保
護
研
究
セ
ン
タ
ー
。
誕
生
か

ら
育
成
、
野
生
復
帰
の
訓
練
や
老

後
の
生
活
ま
で
を
映
し
出
す
だ
け

で
な
く
、
繁
殖
や
保
護
活
動
、〝
生

き
る
化
石
〞
と
も
い
わ
れ
る
８
０

０
万
年
に
も
お
よ
ぶ
歴
史
も
追
求

し
、
絶
滅
の
危
機
を
脱
し
つ
つ
あ

る
パ
ン
ダ
と
人
間
の
共
生
へ
の
道

筋
を
辿
っ
て
い
く
。

　
長
編
デ
ビ
ュ
ー
作
『
37
セ
カ
ン

ズ
』
で
絶
賛
さ
れ
た
Ｈ
Ｉ
Ｋ
Ａ
Ｒ

Ｉ
監
督
の
最
新
作
『
レ
ン
タ
ル
・

フ
ァ
ミ
リ
ー
』。
東
京
で
暮
ら
す

落
ち
ぶ
れ
た
俳
優
フ
ィ
リ
ッ
プ
が
、

実
在
す
る
〝
レ
ン
タ
ル
家
族
〞
ビ

ジ
ネ
ス
の
仕
事
に
出
会
い
、〝
レ

ン
タ
ル
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
〞
と
し
て

想
像
も
し
な
か
っ
た
人
生
の
一
部

を
体
験
し
て
い
く
…
。
生
き
る
喜

び
が
描
か
れ
た
ハ
ー
ト
フ
ル
な
ヒ

ュ
ー
マ
ン
ド
ラ
マ
だ
。

　
『
ほ
ど
な
く
、
お
別
れ
で
す
』

は
６
日
か
ら
Ｔ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
シ
ネ
マ
ズ

二
条
、
Ｍ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｘ
京
都
、
Ｔ
・

ジ
ョ
イ
京
都
、
イ
オ
ン
シ
ネ
マ
京

都
桂
川
・
久
御
山
・
高
の
原
に
て
、

『
パ
ン
ダ
の
す
ご
い
世
界
』
は
６

日
か
ら
京
都
シ
ネ
マ
に
て
、『
レ

ン
タ
ル
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
』
は
27
日

か
ら
Ｔ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
シ
ネ
マ
ズ
二
条
、

Ｍ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｘ
京
都
、
Ｔ
・
ジ
ョ
イ

京
都
、
イ
オ
ン
シ
ネ
マ
京
都
桂

川
・
久
御
山
・
高
の
原
に
て
公
開

予
定
。

（
京
都
シ
ネ
マ
・
川
添
ゆ
う
き
）

『パンダのすごい世界』

絵画

指導
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て
を
後
見
人
に
委
ね
ま
す
が
、
①

補
助
、
②
保
佐
は
、
一
部
の
財
産

管
理
・
契
約
を
補
助
人
、
保
佐
人

に
委
ね
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
現
時
点
で
は
、
買
い
物
な
ど
日

常
生
活
は
ご
自
分
で
で
き
る
と
の

こ
と
で
す
か
ら
、
今
の
と
こ
ろ
③

後
見
の
必
要
は
な
さ
そ
う
で
す
が
、

①
補
助
、
ま
た
は
②
保
佐
で
の
サ

ポ
ー
ト
を
考
え
て
み
て
も
よ
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
将
来
、

よ
り
手
厚
い
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
に

な
っ
た
と
き
は
、
③
後
見
に
移
行

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
成
年
後
見
制
度
を
利
用
す
る
た

め
に
は
、
医
師
の
診
断
書
等
の
書

類
を
準
備
し
、
家
庭
裁
判
所
に
申

立
て
を
し
ま
す
。
選
任
さ
れ
た
補

助
人
、
保
佐
人
、
後
見
人
は
、
家

庭
裁
判
所
に
定
期
的
に
財
産
管
理

等
の
報
告
書
を
提
出
し
、
家
庭
裁

判
所
が
適
正
に
業
務
が
行
わ
れ
て

い
る
か
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

弁
護
士　
津
島　
理
恵

（
京
都
法
律
事
務
所
）

年
を
と
っ
て
か
ら
の
お
金

の
管
理私

は
75
歳
で
一
人
暮
ら
し

で
す
。
買
い
物
な
ど
日
常

生
活
は
問
題
な
い
の
で
す
が
、
説

明
書
や
契
約
書
を
読
ん
だ
り
、
細

か
い
手
続
を
し
た
り
す
る
の
が
大

変
で
、
最
近
、
間
違
う
こ
と
も
増

え
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
に
、
高
齢

者
の
詐
欺
被
害
の
報
道
を
見
る
と

他
人
事
と
は
思
え
ず
不
安
で
す
。

子
は
遠
方
に
い
る
の
で
頼
り
た
く

あ
り
ま
せ
ん
。

　

成
年
後
見
制
度
に
は
、

①
補
助
、
②
保
佐
、
③
後

見
の
3
種
類
あ
り
ま
す
。
判
断
能

力
が
不
十
分
な
方
の
権
利
や
財
産

を
守
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
制
度

で
す
。
親
族
の
ほ
か
、
社
会
福
祉

士
、
司
法
書
士
、
弁
護
士
等
の
専

門
職
が
選
任
さ
れ
て
い
ま
す
。
③

後
見
は
、
財
産
管
理
・
契
約
の
全

A Q

　
互
助
ク
ー
ポ
ン
活
用
術

　
若
い
頃
か
じ
っ
た
バ
イ
オ
リ
ン

を
ま
た
始
め
ま
し
た
。
練
習
は
カ

ラ
オ
ケ
で
し
ま
す
。
互
助
の
割
引

ク
ー
ポ
ン
が
役
立
っ
て
い
ま
す
♪

中
京
支
部　
江
嵜　
和
子

　
心
に
沁
み
る
一
曲

　
こ
の
頃
、
竹
内
ま
り
や
の
「
い

の
ち
の
歌
」
を
よ
く
聞
き
ま
す
。

心
情
に
ぴ
っ
た
り
で
す
。
孫
の
学

習
発
表
会
で
知
り
ま
し
た
。
心
に

沁
み
る
曲
で
す
。

東
支
部　
大
元　
慶
子

　
歩
い
て
お
伊
勢
参
り

　
三
条
大
橋
か
ら
伊
勢
神
宮
ま
で

を
9
回
に
分
け
、
完
歩
で
き
ま
し

た
。
街
道
沿
い
に
は
風
情
の
あ
る

建
物
、
灯
籠
、
石
柱
で
で
き
た
道

し
る
べ
が
あ
り
、
江
戸
時
代
の
旅

人
気
分
を
味
わ
い
ま
し
た
。

伏
見
支
部　
山
口　
道
明

　
継
続
は
力
な
り

　
暑
い
夏
よ
り
早
朝
に
ス
ト
レ
ッ

チ
を
し
て
か
ら
散
歩
を
30
分
く
ら

い
続
け
て
い
ま
す
。
少
し
ず
つ
体

幹
が
つ
い
て
き
て
い
る
よ
う
に
思

い
ま
す
。

宇
治
東
支
部　
小
川　
伊
津
子

　
バ
イ
ク
で
日
本
一
周

　
先
日
35
日
間
の
中
国
地
方
、
九

州
1
周
の
バ
イ
ク
ソ
ロ
キ
ャ
ン
プ

ツ
ー
リ
ン
グ
を
終
え
ま
し
た
。
隠

岐
の
島
や
阿
蘇
の
大
観
峰
、
日
本

最
南
端
や
最
西
端
到
達
な
ど
、
絶

景
や
美
景
、
人
と
の
ふ
れ
あ
い
な

ど
忘
れ
ら
れ
な
い
旅
で
し
た
。
分

割
で
の
日
本
一
周
は
あ
と
東
北
、

関
東
、
中
部
地
方
を
残
す
の
み
。

次
の
楽
し
み
に
と
っ
て
い
ま
す
。

城
久
支
部　
佐
橘　
徹

　
故
郷
再
発
見

　
今
年
度
の
支
部
の
事
業
は
、
宇

治
田
原
町
の
観
光
を
計
画
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
33
年
間
も
綴
喜

地
方
に
勤
務
し
て
い
た
の
に
、
初

め
て
の
所
ば
か
り
で
し
た
。
近
場

に
も
素
敵
な
所
が
あ
る
ん
だ
な
と
、

ま
さ
に
故
郷
再
発
見
で
し
た
。

山
城
北
支
部　
長
村　
長
信

入場無料公益事業
第51回 京都教職員美術展
会期 2/17（火）～ 22（日） 10時～18時

会場 京都市京セラ美術館 2階南回廊
（京都市左京区岡崎円勝寺町）

※入館は17時30分まで

部門別鑑賞会 2/22（日）14時開始  
於：美術展会場

左京南支部 作品展
3/2（月）～15（日） 
9時～17時 
※最終日は15時まで

会期

会場 左京区役所ロビー

他支部の方歓迎！

参加無料

10

25名にQUOカードが当たる!!

クイズの応募規定▶締切2月末日必着
（正解・呈賞者は4月号発表）

＊ 支部名、氏名、組合員番号、紙面の感想を明記の
うえ、互助組合まで。ハガキ、FAX、HP（右記
コード）等で応募してください。

＊ お寄せいただいた近況報告は、「こんにちは」に
お断りなく掲載させていただくことがあります。
掲載不可の場合はその旨をお書き添えください。

応募はこちらから

返信メールは届き
ません。
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▼
11
月
号
当
選
者
（
敬
称
略
）

牧
野　
純
一
（
北
支
部
）

石
井　
　
正
（
右
京
支
部
）

山
本　
哲
也
（
西
京
支
部
）

中
川　
正
子
（
左
京
北
支
部
）

小
松　
操
子
（
左
京
北
支
部
）

前
上　
貞
夫
（
左
京
南
支
部
）

増
田
ひ
ろ
み
（
左
京
南
支
部
）

今
北　
純
司
（
伏
見
支
部
）

中
野　
彰
彦
（
伏
見
支
部
）

高
木　
廣
幸
（
宇
治
東
支
部
）

木
守　
陽
子
（
宇
治
西
支
部
）

藤
井
真
理
子
（
山
城
北
支
部
）

中
川
真
智
子
（
山
城
北
支
部
）

小
豆　
臣
子
（
山
城
南
支
部
）

臼
井
紀
日
子
（
山
城
南
支
部
）

中
西　
　
顯
（
亀
岡
支
部
）

平
井　
伸
子
（
船
井
支
部
）

今
村　
大
輔
（
綾
部
支
部
）

桐
村　
規
子
（
福
知
山
支
部
）

品
田　
正
明
（
舞
鶴
支
部
）

宮
﨑　
竜
也
（
宮
与
支
部
）

中
山　
　
一
（
京
丹
後
支
部
）

渡
部　
公
子
（
京
丹
後
支
部
）

金
原　
道
雄
（
他
府
県
静
岡
）

倉
内　
　
渥
（
他
府
県
大
阪
）

応
募
者
533
名
で
、
530
名
が
正
解

で
し
た
。

応
募
者
550
名
で
、
547
名
が
正
解

で
し
た
。

▼
12
月
号
当
選
者
（
敬
称
略
）

安
田　
操
子
（
右
京
支
部
）

竹
花　
晴
一
（
右
京
支
部
）

清
水　
保
正
（
西
京
支
部
）

片
山　
幸
子
（
西
京
支
部
）

中　
惠
美
子
（
左
京
北
支
部
）

山
本　
裕
子
（
左
京
南
支
部
）

井
ノ
口
程
子
（
伏
見
支
部
）

竹
村　
和
子
（
伏
見
支
部
）

長
尾　
　
修
（
乙
訓
支
部
）

杉
田　
敦
子
（
乙
訓
支
部
）

上
谷　
　
聡
（
宇
治
東
支
部
）

石
田　
昌
弘
（
宇
治
西
支
部
）

東
堂　
優
美
（
宇
治
西
支
部
）

山
田　
優
子
（
山
城
南
支
部
）

中
西　
　
潔
（
亀
岡
支
部
）

小
林　
郁
子
（
綾
部
支
部
）

荒
木　
吉
彦
（
福
知
山
支
部
）

曽
根　
　
肇
（
福
知
山
支
部
）

青
木　
信
次
（
舞
鶴
支
部
）

塩
見　
　
裕
（
宮
与
支
部
）

上
山
祐
三
子
（
宮
与
支
部
）

中
西　
隆
一
（
京
丹
後
支
部
）

溝
尻　
　
誠
（
京
丹
後
支
部
）

小
堀　
葉
子
（
他
府
県
滋
賀
）

徳
田　
る
み
（
他
府
県
奈
良
）

11
月
号
の
答
は

「
栗ク
リ
マ
ン
ジ
ュ
ウ

饅
頭
」
で
し
た

12
月
号
の
答
は

「
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
」で
し
た

21

7

5 6

1211

16

10

8 9

2423

25 26

1413

15 17 18

19 2220 21

3 4チ
ツ
ト

エ
リチギ

ウ
マ

キ
ト リ

セ
グ

コ
ア
メ

ク
ワ セカ

ヨ

ウ

キイ

イ

マ
サ
ムハ
ロ

カネ リ
ミ ツ
ツ ミグ

ン

ジ
マチ タ

キ

ジ
ユ

ウ

ウ

モ
メ

21 65

7

14

13

10

8

9

20

21 22

1211

15

1716 18 19

3 4タ
ル
トト

ー
バシマ

ゴ
ネ

イ ン
セ

ン
ガ

ツ ネボ ウ
ユ

ユ

ル

エト

ア

ヨ
ウ

ウ

ニ
ケ

ンエ
ー
ウロ イラ
コ
ス
シ

ヤ ミ

オ

ジ

ガ

レ

シ

ラミ
フ

☆ 11月号の解答図

☆ 12月号の解答図
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二
重
枠
の
7
文
字
で
表
さ
れ
る

キ
ー
ワ
ー
ド
を
当
て
て
く
だ
さ
い
。

ヒ
ン
ト
：
山
菜
の
香
り
豊
か
に

●
タ
テ
の
カ
ギ

1　
寒
ざ
ら
し
粉
と
も
い
う
、
精

白
し
た
餅
米
の
粉

2　
急
速
眼
球
運
動
を
伴
う
状
態

の
│
│
睡
眠

3　
学
校
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
旗

4　
ま
ず
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
始

め
る
べ
き
だ
と
い
う
意
味
の
慣

用
句
、
│
│
よ
り
始
め
よ

5　
「
樵
」
と
書
く
職
業

8　
取
り
合
わ
せ
が
良
い
こ
と
の

た
と
え
。
竹
に
│
│

9　
木
か
ら
木
へ
滑
空
す
る
、
モ

モ
ン
ガ
よ
り
大
き
な
動
物

10　
そ
う
そ
う
は
味
わ
え
な
い
珍

し
い
飲
食
物

13　
金
閣
寺
の
正
式
名
称

15　
相
手
の
動
き
を
封
じ
る
、
長

い
柄
に
Ｕ
字
型
の
金
具
が
つ
い

た
道
具

17　
「
燕
子
花
図
屏
風
」
等
が
有

名
な
江
戸
時
代
の
画
家
、
尾
形

│
│

18　
助
け
、
守
る
こ
と
。
│
│
射

撃
19　
キ
ャ
ン
バ
ス
を
立
て
か
け
る

「
イ
ー
ゼ
ル
」
の
和
名
は
？

20　
発
明
は
必
要
だ
か
ら
こ
そ
生

ま
れ
る
。
必
要
は
発
明
の
│
│

22　
│
│
骨
、
│
│
話
、
│
│
遣

い

●
ヨ
コ
の
カ
ギ

1　
北
海
道
の
「
オ
シ
ン
コ
シ
ン

の
滝
」
は
│
│
八
景
の
ひ
と
つ

4　
「
ド
ロ
ン
す
る
」
は
こ
の
伝

統
芸
能
か
ら
生
ま
れ
た
言
葉

6　
生
後
１
年
未
満
の
若
い
羊
の

肉
の
こ
と

7　
〝
雪
解
け
が
始
ま
る
頃
〞
と

い
う
意
味
の
二
十
四
節
気
の
２

番
目

9　
全
く
ダ
メ
ー
ジ
を
負
っ
て
い

な
い
状
態

10　
首
都
は
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ

11　
「
国
税
局
査
察
部
」
の
通
称

は
？

12　
「
リ
ン
ゴ
の
よ
う
な
瓜
」
と

い
う
意
味
の
ギ
リ
シ
ャ
語
が
語

源
の
フ
ル
ー
ツ

14　
冬
の
ウ
グ
イ
ス
が
「
チ
ャ
ッ
、

チ
ャ
ッ
」
と
地
鳴
き
す
る
こ
と

を
│
│
鳴
き
と
い
う

16　
釘
を
使
わ
ず
、
木
を
組
ん
で

繊
細
な
模
様
を
作
る
│
│
細
工

18　
七
福
神
の
一
柱
に
由
来
す
る
、

目
を
細
め
た
に
こ
や
か
な
表
情

20　
江
戸
時
代
の
大
名
の
領
地
と
、

そ
の
支
配
組
織
の
こ
と

21　

漢
字
の
『
広
』『
床
』
の
部

首
「
ま
だ
れ
」
は
、
稀
に
こ
う

呼
ば
れ
る
こ
と
も

23　

女
の
子
の
初
正
月
に
贈
る
、

厄
除
け
や
無
病
息
災
の
お
守
り

と
い
え
ば

24　
当
事
者
同
士
の
話
し
合
い
で

ト
ラ
ブ
ル
を
解
決
。
│
│
金
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て
を
後
見
人
に
委
ね
ま
す
が
、
①

補
助
、
②
保
佐
は
、
一
部
の
財
産

管
理
・
契
約
を
補
助
人
、
保
佐
人

に
委
ね
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
現
時
点
で
は
、
買
い
物
な
ど
日

常
生
活
は
ご
自
分
で
で
き
る
と
の

こ
と
で
す
か
ら
、
今
の
と
こ
ろ
③

後
見
の
必
要
は
な
さ
そ
う
で
す
が
、

①
補
助
、
ま
た
は
②
保
佐
で
の
サ

ポ
ー
ト
を
考
え
て
み
て
も
よ
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
将
来
、

よ
り
手
厚
い
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
に

な
っ
た
と
き
は
、
③
後
見
に
移
行

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
成
年
後
見
制
度
を
利
用
す
る
た

め
に
は
、
医
師
の
診
断
書
等
の
書

類
を
準
備
し
、
家
庭
裁
判
所
に
申

立
て
を
し
ま
す
。
選
任
さ
れ
た
補

助
人
、
保
佐
人
、
後
見
人
は
、
家

庭
裁
判
所
に
定
期
的
に
財
産
管
理

等
の
報
告
書
を
提
出
し
、
家
庭
裁

判
所
が
適
正
に
業
務
が
行
わ
れ
て

い
る
か
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

弁
護
士　
津
島　
理
恵

（
京
都
法
律
事
務
所
）

年
を
と
っ
て
か
ら
の
お
金

の
管
理私

は
75
歳
で
一
人
暮
ら
し

で
す
。
買
い
物
な
ど
日
常

生
活
は
問
題
な
い
の
で
す
が
、
説

明
書
や
契
約
書
を
読
ん
だ
り
、
細

か
い
手
続
を
し
た
り
す
る
の
が
大

変
で
、
最
近
、
間
違
う
こ
と
も
増

え
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
に
、
高
齢

者
の
詐
欺
被
害
の
報
道
を
見
る
と

他
人
事
と
は
思
え
ず
不
安
で
す
。

子
は
遠
方
に
い
る
の
で
頼
り
た
く

あ
り
ま
せ
ん
。

　

成
年
後
見
制
度
に
は
、

①
補
助
、
②
保
佐
、
③
後

見
の
3
種
類
あ
り
ま
す
。
判
断
能

力
が
不
十
分
な
方
の
権
利
や
財
産

を
守
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
制
度

で
す
。
親
族
の
ほ
か
、
社
会
福
祉

士
、
司
法
書
士
、
弁
護
士
等
の
専

門
職
が
選
任
さ
れ
て
い
ま
す
。
③

後
見
は
、
財
産
管
理
・
契
約
の
全

A Q

　
互
助
ク
ー
ポ
ン
活
用
術

　
若
い
頃
か
じ
っ
た
バ
イ
オ
リ
ン

を
ま
た
始
め
ま
し
た
。
練
習
は
カ

ラ
オ
ケ
で
し
ま
す
。
互
助
の
割
引

ク
ー
ポ
ン
が
役
立
っ
て
い
ま
す
♪

中
京
支
部　
江
嵜　
和
子

　
心
に
沁
み
る
一
曲

　
こ
の
頃
、
竹
内
ま
り
や
の
「
い

の
ち
の
歌
」
を
よ
く
聞
き
ま
す
。

心
情
に
ぴ
っ
た
り
で
す
。
孫
の
学

習
発
表
会
で
知
り
ま
し
た
。
心
に

沁
み
る
曲
で
す
。

東
支
部　
大
元　
慶
子

　
歩
い
て
お
伊
勢
参
り

　
三
条
大
橋
か
ら
伊
勢
神
宮
ま
で

を
9
回
に
分
け
、
完
歩
で
き
ま
し

た
。
街
道
沿
い
に
は
風
情
の
あ
る

建
物
、
灯
籠
、
石
柱
で
で
き
た
道

し
る
べ
が
あ
り
、
江
戸
時
代
の
旅

人
気
分
を
味
わ
い
ま
し
た
。

伏
見
支
部　
山
口　
道
明

　
継
続
は
力
な
り

　
暑
い
夏
よ
り
早
朝
に
ス
ト
レ
ッ

チ
を
し
て
か
ら
散
歩
を
30
分
く
ら

い
続
け
て
い
ま
す
。
少
し
ず
つ
体

幹
が
つ
い
て
き
て
い
る
よ
う
に
思

い
ま
す
。

宇
治
東
支
部　
小
川　
伊
津
子

　
バ
イ
ク
で
日
本
一
周

　
先
日
35
日
間
の
中
国
地
方
、
九

州
1
周
の
バ
イ
ク
ソ
ロ
キ
ャ
ン
プ

ツ
ー
リ
ン
グ
を
終
え
ま
し
た
。
隠

岐
の
島
や
阿
蘇
の
大
観
峰
、
日
本

最
南
端
や
最
西
端
到
達
な
ど
、
絶

景
や
美
景
、
人
と
の
ふ
れ
あ
い
な

ど
忘
れ
ら
れ
な
い
旅
で
し
た
。
分

割
で
の
日
本
一
周
は
あ
と
東
北
、

関
東
、
中
部
地
方
を
残
す
の
み
。

次
の
楽
し
み
に
と
っ
て
い
ま
す
。

城
久
支
部　
佐
橘　
徹

　
故
郷
再
発
見

　
今
年
度
の
支
部
の
事
業
は
、
宇

治
田
原
町
の
観
光
を
計
画
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
33
年
間
も
綴
喜

地
方
に
勤
務
し
て
い
た
の
に
、
初

め
て
の
所
ば
か
り
で
し
た
。
近
場

に
も
素
敵
な
所
が
あ
る
ん
だ
な
と
、

ま
さ
に
故
郷
再
発
見
で
し
た
。

山
城
北
支
部　
長
村　
長
信

入場無料公益事業
第51回 京都教職員美術展
会期 2/17（火）～ 22（日） 10時～18時

会場 京都市京セラ美術館 2階南回廊
（京都市左京区岡崎円勝寺町）

※入館は17時30分まで

部門別鑑賞会 2/22（日）14時開始  
於：美術展会場

左京南支部 作品展
3/2（月）～15（日） 
9時～17時 
※最終日は15時まで

会期

会場 左京区役所ロビー

他支部の方歓迎！

参加無料

10

25名にQUOカードが当たる!!

クイズの応募規定▶締切2月末日必着
（正解・呈賞者は4月号発表）

＊ 支部名、氏名、組合員番号、紙面の感想を明記の
うえ、互助組合まで。ハガキ、FAX、HP（右記
コード）等で応募してください。

＊ お寄せいただいた近況報告は、「こんにちは」に
お断りなく掲載させていただくことがあります。
掲載不可の場合はその旨をお書き添えください。

応募はこちらから

返信メールは届き
ません。
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▼
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選
者
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略
）

牧
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北
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部
）

石
井　
　
正
（
右
京
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）
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也
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部
）

中
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正
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（
左
京
北
支
部
）

小
松　
操
子
（
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京
北
支
部
）

前
上　
貞
夫
（
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京
南
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部
）

増
田
ひ
ろ
み
（
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京
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部
）

今
北　
純
司
（
伏
見
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部
）

中
野　
彰
彦
（
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高
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廣
幸
（
宇
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）

中
西　
　
顯
（
亀
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）
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伸
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（
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井
支
部
）

今
村　
大
輔
（
綾
部
支
部
）

桐
村　
規
子
（
福
知
山
支
部
）

品
田　
正
明
（
舞
鶴
支
部
）

宮
﨑　
竜
也
（
宮
与
支
部
）

中
山　
　
一
（
京
丹
後
支
部
）

渡
部　
公
子
（
京
丹
後
支
部
）

金
原　
道
雄
（
他
府
県
静
岡
）

倉
内　
　
渥
（
他
府
県
大
阪
）

応
募
者
533
名
で
、
530
名
が
正
解

で
し
た
。

応
募
者
550
名
で
、
547
名
が
正
解

で
し
た
。

▼
12
月
号
当
選
者
（
敬
称
略
）

安
田　
操
子
（
右
京
支
部
）

竹
花　
晴
一
（
右
京
支
部
）

清
水　
保
正
（
西
京
支
部
）

片
山　
幸
子
（
西
京
支
部
）

中　
惠
美
子
（
左
京
北
支
部
）

山
本　
裕
子
（
左
京
南
支
部
）

井
ノ
口
程
子
（
伏
見
支
部
）

竹
村　
和
子
（
伏
見
支
部
）

長
尾　
　
修
（
乙
訓
支
部
）

杉
田　
敦
子
（
乙
訓
支
部
）

上
谷　
　
聡
（
宇
治
東
支
部
）

石
田　
昌
弘
（
宇
治
西
支
部
）

東
堂　
優
美
（
宇
治
西
支
部
）

山
田　
優
子
（
山
城
南
支
部
）

中
西　
　
潔
（
亀
岡
支
部
）

小
林　
郁
子
（
綾
部
支
部
）

荒
木　
吉
彦
（
福
知
山
支
部
）

曽
根　
　
肇
（
福
知
山
支
部
）

青
木　
信
次
（
舞
鶴
支
部
）

塩
見　
　
裕
（
宮
与
支
部
）

上
山
祐
三
子
（
宮
与
支
部
）

中
西　
隆
一
（
京
丹
後
支
部
）

溝
尻　
　
誠
（
京
丹
後
支
部
）

小
堀　
葉
子
（
他
府
県
滋
賀
）

徳
田　
る
み
（
他
府
県
奈
良
）

11
月
号
の
答
は

「
栗ク
リ
マ
ン
ジ
ュ
ウ

饅
頭
」
で
し
た

12
月
号
の
答
は

「
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
」で
し
た

21

7

5 6

1211

16

10

8 9

2423

25 26

1413

15 17 18

19 2220 21

3 4チ
ツ
ト

エ
リチギ

ウ
マ

キ
ト リ

セ
グ

コ
ア
メ

ク
ワ セカ

ヨ

ウ

キイ

イ

マ
サ
ムハ
ロ

カネ リ
ミ ツ
ツ ミグ

ン

ジ
マチ タ

キ

ジ
ユ

ウ

ウ

モ
メ

21 65

7

14

13

10

8

9

20

21 22

1211

15

1716 18 19

3 4タ
ル
トト

ー
バシマ

ゴ
ネ

イ ン
セ

ン
ガ

ツ ネボ ウ
ユ

ユ

ル

エト

ア

ヨ
ウ

ウ

ニ
ケ

ンエ
ー
ウロ イラ
コ
ス
シ

ヤ ミ

オ

ジ

ガ

レ

シ

ラミ
フ

☆ 11月号の解答図

☆ 12月号の解答図
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二
重
枠
の
7
文
字
で
表
さ
れ
る

キ
ー
ワ
ー
ド
を
当
て
て
く
だ
さ
い
。

ヒ
ン
ト
：
山
菜
の
香
り
豊
か
に

●
タ
テ
の
カ
ギ

1　
寒
ざ
ら
し
粉
と
も
い
う
、
精

白
し
た
餅
米
の
粉

2　
急
速
眼
球
運
動
を
伴
う
状
態

の
│
│
睡
眠

3　
学
校
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
旗

4　
ま
ず
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
始

め
る
べ
き
だ
と
い
う
意
味
の
慣

用
句
、
│
│
よ
り
始
め
よ

5　
「
樵
」
と
書
く
職
業

8　
取
り
合
わ
せ
が
良
い
こ
と
の

た
と
え
。
竹
に
│
│

9　
木
か
ら
木
へ
滑
空
す
る
、
モ

モ
ン
ガ
よ
り
大
き
な
動
物

10　
そ
う
そ
う
は
味
わ
え
な
い
珍

し
い
飲
食
物

13　
金
閣
寺
の
正
式
名
称

15　
相
手
の
動
き
を
封
じ
る
、
長

い
柄
に
Ｕ
字
型
の
金
具
が
つ
い

た
道
具

17　
「
燕
子
花
図
屏
風
」
等
が
有

名
な
江
戸
時
代
の
画
家
、
尾
形

│
│

18　
助
け
、
守
る
こ
と
。
│
│
射

撃
19　
キ
ャ
ン
バ
ス
を
立
て
か
け
る

「
イ
ー
ゼ
ル
」
の
和
名
は
？

20　
発
明
は
必
要
だ
か
ら
こ
そ
生

ま
れ
る
。
必
要
は
発
明
の
│
│

22　
│
│
骨
、
│
│
話
、
│
│
遣

い

●
ヨ
コ
の
カ
ギ

1　
北
海
道
の
「
オ
シ
ン
コ
シ
ン

の
滝
」
は
│
│
八
景
の
ひ
と
つ

4　
「
ド
ロ
ン
す
る
」
は
こ
の
伝

統
芸
能
か
ら
生
ま
れ
た
言
葉

6　
生
後
１
年
未
満
の
若
い
羊
の

肉
の
こ
と

7　
〝
雪
解
け
が
始
ま
る
頃
〞
と

い
う
意
味
の
二
十
四
節
気
の
２

番
目

9　
全
く
ダ
メ
ー
ジ
を
負
っ
て
い

な
い
状
態

10　
首
都
は
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ

11　
「
国
税
局
査
察
部
」
の
通
称

は
？

12　
「
リ
ン
ゴ
の
よ
う
な
瓜
」
と

い
う
意
味
の
ギ
リ
シ
ャ
語
が
語

源
の
フ
ル
ー
ツ

14　
冬
の
ウ
グ
イ
ス
が
「
チ
ャ
ッ
、

チ
ャ
ッ
」
と
地
鳴
き
す
る
こ
と

を
│
│
鳴
き
と
い
う

16　
釘
を
使
わ
ず
、
木
を
組
ん
で

繊
細
な
模
様
を
作
る
│
│
細
工

18　
七
福
神
の
一
柱
に
由
来
す
る
、

目
を
細
め
た
に
こ
や
か
な
表
情

20　
江
戸
時
代
の
大
名
の
領
地
と
、

そ
の
支
配
組
織
の
こ
と

21　

漢
字
の
『
広
』『
床
』
の
部

首
「
ま
だ
れ
」
は
、
稀
に
こ
う

呼
ば
れ
る
こ
と
も

23　

女
の
子
の
初
正
月
に
贈
る
、

厄
除
け
や
無
病
息
災
の
お
守
り

と
い
え
ば

24　
当
事
者
同
士
の
話
し
合
い
で

ト
ラ
ブ
ル
を
解
決
。
│
│
金



食 から元気に食 から元気に
人生
100年 公益社団法人京都府栄養士会 管理栄養士

濱口 美弥子・山下 良子（元京都市立学校栄養教諭）

最終回　「畑の肉」を食卓に !

互助組合報退教互版 2026．2.15　平成20年1月24日第三種郵便物承認

　2月と言えば節分。今月は「畑の肉」と言われる
大豆のお話です。「だいず」は漢字で「大豆」と書
きますが、大豆より大きな豆は他にもあります。日
本でこの名前がついたのは、「一番大切な大いなる
豆」の意味だとされています。この大切な「畑の肉」
といわれる大豆について、見直したいと思います。
　まず、大豆のたんぱく質は必須アミノ酸をバラン
スよく含み、その質は、動物性たんぱく質に引けを
取りません。肉ばかりに偏ることなく大豆を食事に
取り入れることで、たんぱく質の補給ができます。
　次に、大豆は肉や魚に殆ど含まれない食物繊維を
多く含みます。水に溶けない不溶性食物繊維が多く、
水分を吸って膨らむため、腹持ちが良く食べ過ぎを
防ぐ効果があります。また便の容積を増やし、腸を
刺激し、便通を促す作用があります。

◎材料

チリコンカーン 高野豆腐の卵とじ

　さらに、大豆の脂質は不飽和脂肪酸が中心で、悪
玉コレステロールを減らす効果が期待できます。コ
レステロール値が気になる方、動物性脂肪を控えた
い方は、肉や卵の一部を大豆に置き換えるとよいで
しょう。
　他にも腸内細菌のえさとなって善玉菌を増やし、
腸内環境を整える大豆オリゴ糖や骨粗鬆症予防にな
るイソフラボンも多いです。
　では、懐かしい給食をアレンジした、大豆の献立
を紹介します。
　2024年10月から始まった連載も今回が最終回。
ご愛読いただきましてありがとうございました。こ
の連載が日々の食生活と、皆様の健康維持の一助と
なっておりましたら幸いです。

◎作り方
① 玉ねぎ、にんじんはさいの目切りにする。
② 鍋を熱し、サラダ油を入れてなじませ、肉をよく炒め、
肉の色が変われば、塩・胡椒、ガーリックパウダー、オ
ールスパイスを入れる。

③ ②に玉ねぎ・にんじんの順に加えて炒め、料理酒を入れる。
④ ③に水 100ml、茹で大豆、トマトケチャップ、ローリ
エを加えて煮る。

⑤ ④がほとんど柔らかくなれば、ローリエを取り出し三温
糖・濃口醤油・カレー粉で調味し、よく煮込む。

【コラム　噛
か み ん ぐ

ミング 3
さんまる

0で健康寿命を延ばそう!!】
　食べ物を咀嚼する時には咬筋や側頭筋などの咀嚼筋群が、また、飲み込む時も多くの筋肉が連動して動きます。これらは、
全て脳からの指令によって動かされるので、よく噛むことは脳の働きを活性化し、ストレスを軽減し、心の安定に役立つ
といわれています。噛むことは、脳の健康維持に大切です。近頃むせることが増えたり、滑舌が悪くなったりすることは
ありませんか。これらは、オーラルフレイル（口腔機能の虚弱）の可能性を示し、さらに、フレイル（全身機能の虚弱）
の始まりと言われています。一口 30回以上よく噛むことでお口の健康から全身の健康維持につなげましょう。
＊噛ミング30：「一口30回以上噛んで食べる」ことを推奨する、厚生労働省提唱の健康づくりのスローガンのひとつ

◎材料（２人分）

　  

・塩、胡椒 少々
・ガーリックパウダー 少々
・オールスパイス 少々
・三温糖 小さじ1/2
・濃口醤油 小さじ1
・カレー粉 小さじ1/2
・ローリエ 1 枚

・牛ひき肉 60g
・茹で大豆 100g
・玉ねぎ 中 1個
・にんじん 小1/2本
・サラダ油 小さじ 1 
・料理酒 小さじ 1
・トマトケチャップ 大さじ 2

・高野豆腐 1 個（16.5g）
・玉ねぎ 中1/2個
・にんじん 小1/3本

・しめじ 小パック1/3個
・三つ葉 1/4袋
・鶏卵 2 個

◎作り方
① 玉ねぎ・にんじんはせん切りにし、しめじは石づきを取っ
てほぐす。三つ葉は葉と茎に分け茎は 3㎝位に切る。

② 高野豆腐はぬるま湯で戻し、水洗いし、サイコロ状に切る。
③ 鍋に Aを入れて煮汁を作り、②を加え煮る。
④ 別の鍋に Bを入れて煮汁を作り、にんじんと玉ねぎを加
え煮る。

⑤ ④がほとんど柔らかくなれば、③としめじを加えて煮含
める。

⑥ ⑤に三つ葉を加え、割りほぐした卵を溶き入れ、蓋をし
て弱火で蒸すように煮る。

＊節分の福豆が残ったら、米と一緒に炊き込むと「炒り豆ご飯」が出来ます。

A




・砂糖 小さじ 2
・薄口醤油 小さじ 1
・だし汁 150ml

B




・砂糖 小さじ1/2
・薄口醤油 小さじ 1
・だし汁 100ml
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